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空から見た大内町誉水・丹生地区
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水主神社木造狛犬
（国指定重要文化財）

釈王寺聖観音立像
（国指定重要文化財）
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百襲姫命姿見の井戸（大谷姿谷） 磯野禅尼出生の地（小磯）

塗
与田川流域で採集された石器（旧石器～弥生時代）

町内古墳出土須恵器
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三本松漁港



大内町全図

談

鐸
鳴

回●え

》
〃
副

箪

０
画
■

邑
込
、
》

《
」
■
＋
４

へ
《
↑
『

シ
バ
年
皇
へ
歩
へ
●

・

』

進

ら

《
へ
く■
窪



昭
和
三
十
年
三
月
十
五
日
、
町
村
合
併
に
よ
っ
て
新
し
い
大
内
町
が
誕
生
し
て
既
に
三
十
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
合

併
三
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
『
大
内
町
史
』
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

我
が
大
内
町
は
原
始
時
代
の
昔
か
ら
人
が
住
み
文
化
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
与
田
川
流
域
か
ら
弥
生
式
石
器
や

土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
事
実
は
明
白
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
に
住
み
つ
い
て
培
わ
れ
て
き
た
先
人

た
ち
の
生
活
や
文
化
が
ど
の
よ
う
に
開
発
さ
れ
伸
展
し
て
き
た
か
、
ま
た
我
が
町
が
い
ま
東
讃
の
経
済
・
文
化
・
交
通

の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
続
け
て
い
る
姿
を
見
る
と
き
、
私
た
ち
の
祖
先
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
地
域
社
会
の
発
展
と

住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
努
力
し
、
広
く
日
本
の
社
会
と
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
の
か
、
昭
和

六
十
年
の
現
時
点
に
立
っ
て
ふ
り
返
っ
て
見
る
の
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

大
内
町
史
発
刊
に
よ
せ
て

大
内
町
長

松

井

圭
月

、
ｈ
ｊ
ｌ
Ｏ
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目 次

第
四
章

第 第
二
章
旧
石
器
時
代

第
一
章
あ
ら
ま
し

第第
二
章
大
化
改
新
時
代

第
六
節
生
物

一
動
物
：

三
絹
島
の
自
然
：

第
二
節
国
と
国
司

第
一
節
大
化
改
新

三

草

一

章

第
二
編
原
始
時
代

第
三
編
古

縄
文
時
代

弥
生
時
代

古
墳
時
代

代

六
七
四
九

二

植
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九
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目 次

第
四
章

第
第
三
節
水
主
神
社
の
創
祀

第
二
節
神
祭
り
の
起
源

第
一
節
仏
教
の
伝
来
と
寺
院
の
建
立

第
三
節
神
仏
習
合
と
神
宮
寺

第
二
節
式
内
社
と
水
主
神
社

第
一
節
荘
園
の
発
達

第
五
節
古
代
の
道

第
四
節
班
田
収
授
の
制
と
条
里

第
三
節
郡
と
郷

第
五
節
源
平
合
戦
と
水
主
神
社

第
四
節

三

草

三
入
野
郷
戸
籍

奈
良
時
代

平
安
時
代

一

八
幡
信
仰
と
誉
田
八
幡
の
創
祀

大
内
の
郡
名

一
二
エ
ハ

一

三

四

二
与
田
郷
と
郷
名

一

三

五

一
五
六

一
五
五

一
五
五

五
一
五
○

一
五
一

一
五
○

一
四
○

一
四
四

一
一
一
一
一
一

一
六
○

一
一
ハ
ー

一
五
九
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目 次

第第第
四
章

第
三
章
第
四
節
大
水
主
社
領

第
二
節
浄
金
剛
院
領
、
大
内
庄

第
一
節
与
田
郷
地
頭
、
小
早
川
氏

第
三
節
浄
金
剛
院
領
、
与
田
郷
下
村

第
三
節
増
畔
僧
正

第
二
節
与
田
寺
が
談
義
所
と
な
る

第
一
節
熊
野
信
仰
と
水
主
風
呂

第
二
節
東
讃
の
群
雄

第
一
節
南
北
朝
の
争
乱
と
大
内
郡
の
南
朝
勢
力

三
早

一

章

第
四
編
中

あ
ら
ま

争
乱

文 国
衙
領
と
荘
園

の

時
代 化 し

世

二
○
○

一
九
五

一
九
五

一

九
二

一
八
九

一
九
一

一

八
二

一
七
五

一
七
九

一一

七七
二二

一
六
七

一
八
九
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次目

第
五
編
近
世

第
一
章
仙
石
・
尾
藤
・
生
駒
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
・
…
・
…
…
・
…
二
四
五

第
一
節
序
説
（
仙
石
ｌ
尾
藤
）
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
四
五

第
二
節
検
地
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
二
四
八

第
三
節
生
駒
時
代
（
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
ｌ
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
○
）
）
…
・
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
二
五
一

第
二
章
松
平
藩
政
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
．
：
…
：
…
…
…
…
…
…
…
二
六
○

第
一
節
政
治
・
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
六
○

一
郡
と
村
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
・
二
六
○
二
大
庄
屋
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
・
…
二
六
一

三
村
方
三
役
と
五
人
組
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
六
五
四
検
地
…
：
．
：
。
．
…
・
…
：
…
…
…
・
・
二
七
二

五
租
税
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
二
七
四
六
検
見
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
二
八
一

七
制
札
場
…
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…
…
二
八
四
八
貨
幣
と
藩
札
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
八
五

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

戦
国
の
争
乱
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
一
二
一

戦
国
の
終
焉
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
一
二
八

虎
丸
城
と
将
士
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
一
三
七

中
世
の
海
運
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
二
三
三
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次目

第
三
章

第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
二
節

第
五
節

第
四
節

第
六
節

九
巡
見
使
及
び
藩
主
の
巡
視
…
・
…
…
・
…
・
…
…
二
八
七

水
利
・
…
…
・
・
・
…
…
・
・
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
・
・
・
…
…
・
・
…
…
・
…
…
・
…
…
・
・
・
…
．
．
…
二
九
三

一
新
池
の
築
造
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
九
三
二
池
・
川
の
普
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
九
四

山
林
と
そ
の
管
理
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
二
九
七

一
御
林
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
九
七
二
野
山
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
・
二
九
七

海
防
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
三
○
一

一
伊
能
忠
敬
の
海
岸
測
量
…
…
…
…
…
…
…
…
三
○
二
二
沿
岸
の
警
備
・
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
三
○
三

民
衆
の
生
活
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
三
○
六

一
幕
藩
に
よ
る
生
活
の
干
渉
…
…
…
…
…
…
…
三
○
六
二
生
活
の
種
々
相
・
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
三
○
九

水
主
の
風
呂
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
．
．
…
三
一
二

一
新
宮
風
呂
…
…
…
…
…
…
・
・
・
…
…
…
三
一
二
二
本
宮
風
呂
…
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
三
一
七

三
那
智
風
呂
…
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
…
三
一
七

産
業
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
九

概
説
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
一
九

近
世
の
農
業
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
三
二
八

一
米
作
の
基
盤
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
二
八
二
高
松
藩
の
殖
産
興
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
三
八

三
商
業
・
農
業
へ
の
遷
移
…
：
．
：
…
・
…
…
…
・
・
・
三
四
四
四
百
姓
一
摸
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
五
四

8



次目

第
四
節

第
五
節

第
四
章

第
一
節

第
二
節

第
五
章
文

第
一
節
俳

第
二
節
陶

第
六
章
宗

第
一
節
字

第
三
節

糖
業
．
．
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
六
二

一
讃
岐
糖
業
の
起
源
…
・
…
…
…
・
・
…
…
…
…
…
三
六
二
二
糖
業
技
術
の
進
歩
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
・
三
七
三

三
糖
業
組
織
と
製
糖
法
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
・
三
七
六
四
高
松
藩
の
糖
業
政
策
・
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
四
○
三

五
近
世
の
大
内
町
の
糖
業
…
…
…
…
…
…
…
…
四
一
三
六
明
治
期
の
糖
業
・
…
…
…
…
…
…
・
…
．
：
…
・
四
二
八

七
糖
業
再
興
の
努
力
…
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
四
三
三
八
糖
業
の
衰
滅
・
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
・
・
四
四
三

近
世
の
漁
業
・
…
…
・
…
・
…
・
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
四
五
○

災
害
…
・
・
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
・
…
…
・
…
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・
…
四
五
七

交
通
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
四
六
三

陸
上
交
通
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
四
六
三

海
上
交
通
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
・
四
八
一

一
海
運
・
…
…
・
…
…
・
…
・
・
…
…
・
…
四
八
一
二
海
難
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
五
二
一

譜
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
・
…
…
…
・
…
…
…
・
五
三
一

彗
写
…
…
・
…
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
五
三
五

教
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
・
・
：
…
・
…
…
・
…
…
…
五
四
六

９

説
・
…
…
…
…
．
．
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
・
五
四
六

化
：
…
…
…
．
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
・
…
…
…
五
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次目

第
二
章
政

第
一
章
あ

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

第
六
節

第
七
節

第
六
編
近

九七 五三 一

真
言
宗
寺
院
…
…
…
・
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
・
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
五
四
七
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第1章概 況

南
部
、
西
北
部
に
か
け
て
北

野
が
扇
状
に
開
け
て
い
る
。

我
が
町
は
、
太
古
の
昔
か
ら
人
び
と
が
住
み
つ
き
、
生
活
の
基
盤
が
築
か
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
を
探
る
前

に
、
町
の
現
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
概
況
を
探
っ
て
み
よ
う
。

大
内
町
は
、
香
川
県
の
東
部
に
位
置
し
て
県
都
高
松
市
か
ら
東
へ
約
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
り
、
町
域
は

地
勢
東
西
五
・
四
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
七
・
四
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
円
形
で
、
東
と
南
は
白
鳥
町
に
接
し
、
西

南
部
は
大
川
町
に
、
西
北
部
は
津
田
町
に
接
し
て
お
り
、
北
は
瀬
戸
内
海
東
部
の
播
磨
灘
に
相
対
し
て
い
る
。
地
形
は
、
南
東
部
か
ら

南
部
、
西
北
部
に
か
け
て
山
地
が
取
り
囲
み
、
中
央
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
流
れ
る
与
田
川
・
番
屋
川
・
古
川
な
ど
の
流
域
に
広
い
沃

大
内
町
の
総
面
積
は
三
四
・
四
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
地
目
別
に
み
る
と
、
田
六
五
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

面
積
（
一
九
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
畑
二
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
宅
地
二
六
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
七
・
六

パ
ー
セ
ン
ト
）
、
池
沼
一
○
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
山
林
原
野
一
七
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
五
○
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

そ
の
他
（
主
と
し
て
道
路
・
河
川
な
ど
の
公
共
用
地
）
四
七
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
一
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ
て
お
り
、
最
近
は
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
住
宅
の
建
設
、
道
路
の
新
設
、
河
川
の
改
修
、
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
も
あ
っ
て
、
宅
地
や
公
共
用
地
が
増
加

し
田
・
畑
な
ど
農
用
地
が
減
少
し
て
い
る
。

第
一
章
概
況
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第1編序 論

人
口
は
、
昭
和
六
十
年
七
月
一
日
現
在
の
常
住
人
口
が
一
万
七
九
○
七
人
で
あ
る
。
国
勢
調
査
の
資
料
で
大
内
町
の

人
口
人
口
動
態
を
み
る
と
、
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
に
は
現
在
の
大
内
町
の
区
域
内
、
す
な
わ
ち
当
時
の
三
本
松
町
・
誉

水
村
・
丹
生
村
の
三
町
村
の
人
口
を
合
わ
せ
て
一
万
二
六
五
二
人
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
の
調
査
で
は
一
万
三
一
七

四
人
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
○
）
に
は
一
万
三
○
四
○
人
と
な
り
、
二
十
年
間
に
わ
ず
か
に
三
八
八
人
（
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
増
え
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
の
臨
時
国
勢
調
査
で
は
、
一
万
八
四
一
六
人
と
な
り
、
七
年
間
に
五
三
七

六
人
（
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
七
年
間
の
急
増
は
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
以
降
の
戦
時
中
に
お
け
る
「
生

め
よ
殖
や
せ
よ
」
の
政
策
的
な
自
然
動
態
増
が
多
か
っ
た
の
と
、
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
て
戦
災
都
市
か
ら
の
疎
開
や
、
軍
人
・
軍
属
等

の
帰
還
、
外
地
在
留
邦
人
の
引
き
揚
げ
な
ど
社
会
動
態
に
よ
る
急
増
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
昭
和
二
十
五
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

三
十
年
余
り
の
間
、
ほ
ぼ
一
万
八
○
○
○
人
前
後
で
大
き
な
変
動
は
な
い
。

一
方
、
世
帯
数
は
、
昭
和
六
十
年
七
月
一
日
現
在
で
五
二
六
四
世
帯
で
あ
る
。
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
か
ら
昭
和
十
五
年
（
一
九

四
○
）
ま
で
は
約
二
六
○
○
世
帯
で
あ
り
大
き
な
変
動
は
な
か
っ
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
は
三
六
三
二
世
帯
と
な

り
、
現
在
で
は
五
二
六
四
世
帯
で
あ
る
か
ら
約
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
と
、
経
済
の
高
度
成
長
も
手
伝
っ

て
住
宅
建
設
が
進
ん
だ
た
め
、
家
族
構
成
も
細
分
化
さ
れ
、
人
口
に
変
動
が
少
な
い
の
に
世
帯
数
だ
け
が
急
増
し
て
い
る
。
一
世
帯
当

た
り
の
人
員
も
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
○
）
の
ピ
ー
ク
時
に
は
五
・
二
六
人
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
三
・
四
○
人
に
な
り
、
夫
婦

と
子
供
単
位
の
核
家
族
化
が
進
ん
で
い
る
。

大
内
町
の
現
在
の
大
内
町
は
、
昭
和
三
十
年
三
月
十
五
日
誕
生
し
た
の
で
あ
る
が
、
前
年
の
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
、
誉
水

誕
生
村
と
丹
生
村
が
合
併
し
て
第
一
次
の
「
だ
献
町
」
が
生
ま
れ
、
翌
年
さ
ら
に
第
一
次
の
大
内
町
と
三
本
松
町
が
合
併

4



第1章概 況

お
お
ち

し
て
第
二
次
の
「
大
内
町
」
が
誕
生
し
た
。
前
年
の
第
一
次
大
内
町
の
誕
生
は
、
翌
年
大
き
く
飛
躍
し
て
新
大
内
町
が
生
ま
れ
る
た
め

の
陣
痛
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
こ
の
新
町
誕
生
の
い
き
さ
つ
は
後
に
別
項
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
も
か
く
、
昭
和
三
十
年

三
月
十
五
日
我
が
大
内
町
が
誕
生
し
て
三
十
年
、
産
業
・
経
済
、
教
育
・
文
化
、
社
会
福
祉
と
す
べ
て
の
面
で
大
き
く
進
展
し
、
東
讃

地
方
に
お
け
る
中
核
と
し
て
そ
の
地
位
を
保
っ
て
い
る
。

今
か
ら
お
よ
そ
二
千
年
も
前
に
、
こ
の
地
に
人
が
住
み
つ
い
て
、
ム
ラ
ビ
ト
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
水
主
地
区
で
発
掘
さ

れ
た
土
器
な
ど
の
遺
物
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
か
ら
の
古
い
歴
史
が
今
日
の
伸
び
ゆ
く
大
内
町
の
基
盤
と
な
り
、
温
暖

で
豊
か
な
風
土
の
中
で
培
わ
れ
た
住
民
の
気
風
が
、
そ
の
時
ど
き
の
時
代
の
流
れ
に
即
応
し
て
、
狭
い
な
が
ら
も
平
和
な
住
み
よ
い
社

会
を
つ
く
り
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
昭
和
六
十
年
、
大
内
町
の
誕
生
三
十
周
年
を
記
念
し
て
町
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
り
、
先
人
た
ち

が
歩
ん
で
き
た
業
績
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
こ
の
た
び
大
内
町
史
の
編
さ
ん
が
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
お
ち
や
ま
と
と
と
ひ
も
も
そ
ひ
め
の
み
こ
と

「
大
内
」
の
名
は
、
古
い
伝
説
に
よ
る
と
紀
元
前
孝
霊
天
皇
の
皇
女
倭
迩
々
日
百
襲
姫
命
（
水
主
神
社
の
祭
神
）
が

町
名
の
由
来
鑪
麓
ら

当
地
に
移
住
さ
れ
、
皇
女
の
住
居
を
付
近
の
人
た
ち
が
「
大
内
」
と
称
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ

お
お
ち

の
根
拠
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
「
大
内
」
の
名
は
、
後
に
『
続
日
本
後
紀
』
や
『
和
名
抄
』
・
『
全
讃
史
』
な
ど
の
文
献
に
も
見

え
、
大
化
改
新
（
六
四
五
）
か
ら
「
大
内
」
の
名
が
郡
名
と
し
て
用
い
ら
れ
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
大
内
郡
と
寒
川
郡
を
合

わ
せ
て
大
川
郡
と
な
る
ま
で
、
実
に
二
千
年
の
長
き
に
わ
た
り
愛
称
さ
れ
て
き
た
由
緒
深
い
名
称
で
あ
る
。

大
内
町
の
誕
生
と
と
も
に
、
旧
町
村
の
名
称
は
正
式
の
行
政
区
画
の
名
称
か
ら
は
消
え
て
い
っ
た
が
、
三
本
松
だ
け
は
「
大
内
町
三

本
松
○
○
番
地
」
の
よ
う
に
字
の
名
称
と
し
て
残
っ
た
。
し
か
し
各
種
団
体
が
行
事
を
行
う
場
合
、
大
内
町
全
域
を
対
象
と
す
る
に
は

あ
ま
り
に
も
広
す
ぎ
る
場
合
も
あ
る
の
で
旧
町
村
単
位
に
分
割
し
て
行
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
と
き
旧
町
村
名
を
用
い
て

5
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「
三
本
松
地
区
」
・
「
誉
水
地
区
」
・
「
丹
生
地
区
」
と
呼
ん
で
い
る
。

三
本
松
・
誉
水
・
丹
生
の
名
称
の
起
こ
り
で
あ
る
が
、
三
本
松
の
地
名
は
古
く
か
ら
文
献
に
見
え
る
が
誉
水
・
丹
生
の
名
は
そ
ん
な

に
古
い
も
の
で
は
な
く
、
明
治
時
代
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三
本
松
の
地
名
の
由
来
は
『
讃
州
府
誌
』
（
一
九
一
五
年
発
刊
・
梶
原
竹
軒
著
）
に
よ
れ
ば
「
邑
の
東
部
に
三
本
の
老
松
あ
り
、
因

っ
て
こ
の
地
を
三
本
松
と
呼
ぶ
。
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
三
本
松
の
地
名
が
歴
史
上
最
初
に
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
の
「
兵
庫
北
関
客
船
帳
」
の
中
の
船
籍
地
名
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）

二
月
榿
園
増
田
休
意
に
よ
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
『
三
代
物
語
』
に
は
、
「
三
本
松
浦
に
松
の
大
木
三
株
あ
り
、
因
っ
て
名
を
得
た
り
。

一
都
会
に
し
て
富
人
、
大
賀
（
豪
商
）
多
く
大
船
八
十
艘
、
小
船
七
十
余
艘
あ
り
、
も
と
は
六
十
四
艘
に
て
三
千
九
百
六
十
四
石
た
り

し
が
今
は
増
々
多
し
。
」
と
あ
る
。
昔
か
ら
三
本
松
千
軒
と
称
し
民
家
軒
を
並
べ
て
繁
昌
し
、
松
平
藩
の
お
下
蔵
に
は
旧
大
内
郡
か
ら

の
上
納
米
が
集
積
さ
れ
、
港
に
は
常
に
大
小
数
十
隻
の
船
が
つ
な
が
れ
て
い
て
東
讃
第
一
の
物
産
の
集
散
地
で
あ
っ
た
（
一
九
五
四
年

発
行
「
三
本
松
町
勢
要
覧
」
沿
革
の
項
よ
り
）
。

三
本
松
町
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
町
勢
要
覧
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

わ
が
東
讃
の
地
は
上
古
よ
り
日
本
民
族
の
根
拠
地
（
大
和
方
面
）
に
接
近
せ
る
関
係
上
、
こ
の
民
族
の
勢
力
範
囲
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
を
い

れ
る
余
地
は
な
い
。
降
っ
て
景
行
天
皇
の
王
子
神
櫛
王
が
讃
岐
国
造
と
し
て
来
住
（
約
一
七
○
○
年
前
）
し
て
か
ら
中
央
文
化
は
東
讃
の
地
に

も
及
び
、
孝
徳
天
皇
の
大
化
の
改
新
（
六
四
五
）
に
よ
り
讃
岐
国
司
Ｉ
大
内
郡
司
の
支
配
下
に
入
り
小
行
政
区
画
の
里
を
郷
に
改
め
ら
れ
、

三
本
松
は
大
内
四
郷
中
の
白
鳥
郷
八
ケ
邑
の
一
つ
と
な
っ
た
（
『
和
名
抄
』
・
『
全
讃
史
』
に
よ
る
）
。

当
時
は
十
数
戸
が
群
居
し
て
お
り
、
既
に
こ
の
地
を
三
本
松
と
称
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
又
邑
の
一
部
は
海
水
の
差
入
る
沼
沢
地

6



第1章概 況

デ
ー
》
。

誉
水
と
い
う
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
に
発
刊
さ
れ
た
『
誉
水
村
史
』
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

誉
水
と
い
う
名
は
、
明
治
二
十
三
年
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
水
主
・
中
筋
・
横
内
・
西
村
・
川
東
の
五
か
村
が
合
併
し

て
一
つ
の
村
に
な
っ
た
と
き
つ
け
ら
れ
た
名
前
で
古
い
も
の
で
は
な
い
。
村
名
を
つ
け
る
と
き
に
誉
田
に
す
る
か
、
水
主
に
す
る
か
で
も
め
、

結
局
そ
の
両
方
を
と
っ
て
誉
水
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
与
田
や
水
主
の
名
が
古
い
の
で
あ
る
。

水
主
の
名
が
文
献
に
出
て
く
る
の
は
い
ま
か
ら
約
千
百
年
あ
ま
り
前
、
『
統
日
本
後
紀
』
の
中
の
「
承
和
三
年
（
八
三
六
）
水
主
神
社
に
従

五
位
下
を
授
く
」
と
あ
る
の
が
最
初
で
、
水
主
も
水
主
神
社
も
と
も
に
出
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。
水
主
の
地
名
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
は
水
主

神
社
か
ら
出
た
と
い
う
説
、
み
ず
い
し
（
水
晶
）
か
ら
出
た
と
い
う
説
（
水
主
山
に
は
水
晶
が
で
る
）
、
そ
の
他
が
あ
る
。
与
田
の
名
は
『
和

名
抄
』
の
中
に
与
泰
（
よ
だ
）
郷
（
誉
水
村
と
福
栄
村
の
一
部
）
と
出
て
い
る
の
が
文
献
上
の
初
見
で
あ
る
。
『
和
名
抄
』
は
承
平
年
中
（
九

三
一
’
九
三
八
）
に
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
初
見
は
水
主
に
比
べ
約
百
年
の
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
与
泰
は
與
田
と
も
誉
田

と
も
書
か
れ
て
き
た
。
「
よ
だ
」
の
い
わ
れ
に
つ
い
て
は
誉
田
八
幡
勧
請
に
結
び
つ
け
る
説
が
有
力
で
あ
る
。

丹
生
と
い
う
名
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
か
調
べ
て
み
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
た
る
も
の
は
な
い
が
、
明
治
九
年
（
一
八
七

で
一
面
の
浅
茅
ケ
原
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
…
…
中
略
…
…
。

明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
香
川
県
第
一
大
区
大
内
郡
第
二
小
区
三
本
松
と
称
し
、
同
六
年
二
月
香
川
県
を
廃
し
名
東
県
、
徳
島
県
に
合

し
、
同
八
年
九
月
再
び
香
川
県
と
な
り
、
同
九
年
愛
媛
県
に
合
併
さ
れ
、
同
十
一
年
七
月
郡
区
改
正
に
よ
り
第
一
大
区
を
廃
す
る
と
共
に
我
が

三
本
松
邑
は
川
東
邑
と
合
併
、
同
二
十
一
年
十
二
月
愛
媛
県
よ
り
分
離
し
て
香
川
県
と
な
り
、
同
二
十
三
年
四
月
村
制
実
施
に
当
た
り
、
白
鳥

郷
よ
り
分
離
独
立
し
、
川
東
邑
と
分
か
れ
て
三
本
松
村
と
な
り
、
戸
長
役
場
を
廃
し
村
役
場
を
睡
い
た
。
明
治
三
十
一
年
二
月
十
一
日
大
内
郡

最
初
の
町
制
を
布
き
、
同
三
十
二
年
七
月
一
日
郡
制
実
施
に
依
っ
て
大
川
郡
三
本
松
町
と
称
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

7



第1編序 論

六
）
馬
篠
・
小
砂
・
土
居
・
中
山
・
三
殿
・
町
田
・
松
崎
・
大
谷
・
落
合
・
小
磯
の
一
○
か
村
が
合
併
し
て
丹
生
村
と
称
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
丹
生
の
名
は
昔
か
ら
入
野
郷
に
属
し
て
お
り
、
入
野
と
か
入
野
屋
・
丹
生
屋
、
あ
る
い
は
丹
生
谷
な
ど

と
記
さ
れ
た
古
文
書
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
丹
生
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
と
、
大
谷
に
勧
請
し
た
八
幡
宮
が
誕
生
の
神
と
し
て

た
ん
じ
よ
う
に
ぷ

信
仰
が
あ
つ
く
、
誕
生
が
丹
生
に
な
り
丹
生
と
読
み
替
え
ら
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
昭
和
三
年
四
月
に
発
行
さ
れ
た
木
村
皓
一
（
当

時
の
丹
生
村
長
）
の
著
書
『
丹
生
村
今
昔
物
語
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

或
る
人
は
丹
生
た
る
名
称
は
入
野
郷
に
因
め
る
も
の
に
て
、
入
野
山
村
（
現
在
の
福
栄
村
）
に
丹
生
山
あ
り
て
越
前
の
国
に
同
名
の
山
あ

り
、
大
伴
家
持
の
歌
に
「
濁
の
み
聞
け
ば
さ
ぷ
し
も
時
鳥
、
に
ぶ
の
や
ま
く
に
い
ゆ
き
鳴
く
ら
し
」
に
因
め
る
も
の
だ
と
云
う
が
、
伝
説
に
は

丹
生
の
大
谷
に
勧
請
し
た
八
幡
宮
が
誕
生
の
神
と
し
て
流
行
し
賓
客
緒
の
如
く
絶
え
ず
遂
に
誕
生
の
地
と
称
し
後
、
誕
が
丹
と
な
り
丹
生
と
な

り
遂
に
丹
生
と
誰
伝
し
た
も
の
だ
と
云
う
も
の
が
あ
る
が
、
僕
は
大
和
が
古
代
か
ら
政
治
の
中
心
に
近
か
っ
て
、
大
和
に
丹
生
と
云
う
地
名
が

あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
同
地
方
で
統
治
を
な
し
て
居
っ
た
も
の
が
、
軍
事
上
の
失
脚
或
い
は
政
治
変
遷
、
或
い
は
経
済
変
動
其
他
の
原
因
に
依

り
て
流
離
の
難
に
あ
い
春
族
及
び
臣
下
を
つ
れ
て
讃
岐
へ
渡
り
此
の
地
を
ト
し
て
安
住
の
地
と
な
し
、
恰
も
足
利
時
代
に
播
丹
高
砂
地
方
の
人

梶
夢

々
が
台
湾
を
征
し
て
台
湾
を
高
砂
と
呼
び
た
る
様
に
、
生
れ
た
地
を
思
い
出
す
心
に
ひ
か
れ
て
こ
の
地
を
丹
生
と
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
も

思
は
れ
る
。
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第2章地 誌

大
内
町
は
、
香
川
県
東
部
高
松
市
と
徳
島
市
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
り
、
東
西
五
・
四
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
七
・
四
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
北
緯
三
四
度
一
五
分
九
秒
、
東
経
一
三
四
度
二
○
分
三
一
秒
に
位
置
し
、
東
南
は
白
鳥
町
に
、
西
は
大
川
町
・
津
田
町
に
接
し
、

北
は
瀬
戸
内
海
（
播
磨
灘
）
に
面
し
て
い
る
。
南
に
高
峻
な
虎
丸
山
系
が
あ
り
、
そ
こ
を
源
と
す
る
与
田
川
・
番
屋
川
が
北
に
流
れ
て

内
海
に
注
い
で
い
る
。

位
遥
方
位
一
経
緯
度
一
地
点
一
備
考

三
四
度
一
四
分
五
三
秒

極
東

一
三
四
度
二
○
分
五
八
秒

極
南
極
西 位

置三
四
度
一
二
分
一
五
秒

一
三
四
度
一
七
分
一
六
秒

三
四
度
一
三
分
五
二
秒

一
三
四
度
一
六
分
三
一
秒

第
二
章
地
誌

第
一
節
位
置

’

水
主
水
主
三
本
松二

○
○
一
’
一

三
二
○
九
’
一

五
二
九
’
一

一

白
鳥
町

に
接
す

白
鳥
町

に
接
す

に大
接川
す町

位
置
方
位
一
経
緯
度
一
地
点
一
備
考

極
北
一
一
聿
唾
準
一
砿
鍜
垂
唾
”
｜
馬
篠
北
山丸
亀
島
北
点
一

町
役
場

三
四
度
一
五
分
○
九
秒

一
三
四
度
二
○
分
三
一
秒

三
本
松
二
七
二

9
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大
内
町
の
町
域

東
西
南
北
面
讃

四七五
● ● ●

四四四
九二五
k㎡I皿1m 誘

大内町の位硬（その1）

V

､趨●
ぬ

,『△毒.風RMFf､_ 〃'”
▽

&灸 生

竿
大内町の位謹（その2）

ZO
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B34¥1652．6Z3

L134o18'423309
X142.390．00

Y74.730.00

L

管
野
一

匙

大
川
町

沢主2001-1
誉水村

大内町の位置（その3）

ZZ



第1編序 論

……＝凸野

ｊ
‐
４
１
・
鳥
１
１
創
測
」
４
錨
命
鼬
圃
画
町
Ｐ
Ｆ
頚
蕗
９
型

大
内
町
の
南
に
横
た
わ
る
矢
筈
山
系
は
、

L心

錘…

抄

ユ
ュ
出
日
吋

筒
溌
、

拳』・今紺 一

蕊
視 串

蕊
蝋

上

癖

Ｆ

唖
劇

垂
冷
、
唾
ｊ
錘
郵
溌
謝
‐
｜
唾

第
二
節一

山
岳
地字

虎丸山

阿
讃
山
脈
の
分
脈
で
、
長
尾
町
多
和
の
矢
筈
山
、
白
鳥
町
五
名
の
檀
特
山
、
本
町
の
本
宮

山
を
経
て
、
虎
丸
山
塊
で
消
え
て
い
る
。

本
町
の
山
は
、
山
岳
仏
教
の
源
で
あ
る
熊
野
三
山
を
勧
請
し
た
と
こ
ろ
の
本
宮

（
本
宮
山
）
・
新
宮
（
虎
丸
山
）
・
那
智
（
那
智
山
）
を
中
心
に
南
に
高
く
座
し
、

東
に
寺
山
（
白
鳥
町
）
、
北
に
北
山
と
町
を
包
む
形
を
と
っ
て
い
る
。

し
よ
う

一
名
水
精
山
と
い
う
。
山
頂
に
は
、
本
宮
神
社
が
祭
ら
れ
、
海
抜

本
宮
山

三
四
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
山
か
ら
西
に
町
境
を
越
え
大
川

町
に
入
り
、
さ
ら
に
笠
ケ
峰
（
五
五
九
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
尾
根
づ
た
い
に
東
に
下
る

と
星
越
峠
に
出
る
。
本
町
第
一
の
山
で
本
町
と
白
鳥
町
福
栄
と
に
ま
た
が
り
、
四
二
○

虎
丸
山

メ
ー
ト
ル
あ
る
。
一
名
新
宮
山
と
し
て
、
信
者
が
た
え
な
い
。
山

頂
に
は
新
宮
神
社
を
祭
り
、
信
者
の
た
め
の
新
宮
風
呂
が
あ
っ
た
の
は
有
名
で
あ

る
。
虎
丸
山
は
、
三
本
松
港
か
ら
見
る
姿
が
美
し
く
町
民
か
ら
も
親
し
ま
れ
、
虎
丸

勢

Z2
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琴JJ… …郷詔搾一袖盟 ●

城
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
謡
こ
の
山
系
は
東
に
延
び
》
川
東
・
原
間
で
陣
尾
山
（
二
一
○
メ
ー
ト
ル
）
と
な
っ
て
い
る
。

天
正
年
間
土
佐
軍
が
陣
を
し
き
、
虎
丸
城
と
対
抗
し
た
と
い
わ
れ
る
陣
尾
山
を
北
へ
下
る
と
、
町
境
線
か
ら
七
○
メ

寺
山
ｌ
ト
ル
白
鳥
町
側
に
入
っ
た
所
に
寺
山
（
九
七
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。
一
名
秋
葉
山
と
い
い
、
秋
葉
神
社
が
祭
ら
れ

て
い
る
。
昔
虎
丸
城
主
の
菩
提
寺
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。
こ
の
山
の
北
の
す
そ
に
前
山
が
あ
り
、
中
腹
は
宅
地
造
成
さ
れ
て
分
譲
地
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
川
東
に
平
山
、
古
墳
の
多
い
大
日
山
・
東
山
・
観
音
山
が
あ
る
。

墳
の
多
い
大
日
山
・
東
山
・
観
音
山
が
あ
る
。

灘灘灘灘
F'哩呼一

:“ ・
陸

；津

《
鍛
綴
漣

海
抜
二
六
八
メ
ー
ト
ル
で
山
上
に
那
智
神
社
を
祭
り
、
西
側
山
麓

那
智
山

に
信
者
の
た
め
の
風
呂
（
那
智
風
呂
）
が
昔
の
姿
を
と
ど
め
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
東
に
走
る
と
鷲
が
山
（
七
六
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
り
、
山
頂
に
は
石
槌

神
社
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
山
を
一
名
石
槌
山
と
も
い
い
、
こ
れ
か
ら
先
は
、
松

崎
東
端
前
山
（
三
八
メ
ー
ト
ル
）
で
消
え
て
い
る
。

山

一
方
南
谷
か
ら
は
折
り
重
な
り
連
な
る
大
師
山
・
鍋
黒
山
・
北
山
・
鞍
掛
山
で
那

智
智
山
に
至
る
。
ま
た
水
主
大
社
か
ら
高
原
・
西
村
・
中
筋
と
丘
陵
地
が
長
く
広
が

那

り
、
水
主
北
山
・
高
原
山
・
金
比
羅
山
・
西
村
勝
光
寺
山
・
天
神
山
・
中
筋
与
田
寺

山
・
穴
穂
山
と
続
く
。
さ
ら
に
笠
ケ
峰
か
ら
大
川
町
と
の
町
境
を
北
に
下
る
と
城
が

丸
（
二
二
六
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
東
へ
丘
陵
地
が
延
び
、
弁
天
山
、
中

山
（
八
六
メ
ー
ト
ル
）
と
町
田
西
金
比
羅
山
で
終
わ
っ
て
い
る
。
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ｏ
ｎ
、

大
内
町
の
水
系
は
、
図
の
よ
う
に
与
田
川
・
番
屋
川
・
古
川
の
各
水
系
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
当
町
関
係
の
県
指
定
河
川
及
び

町
指
定
河
川
を
掲
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

北‐

海
抜
二
二
六
メ
ー
ト
ル
の
北
に
孤
立
し
た
山
で
、
北
壁
は
内
海
に
迫
っ
て
い
る
。
ま
た
北
山
山
上
付
近
で
並
ぶ
竜
権
４

山
Ｉ

山
は
、
昔
雨
乞
い
を
し
た
山
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

三

河

;"
川

3

大内町の主な河川



第2章地 誌

’
与
田
川

県
指
定
河
川

橿
一
脂
定
臘
延
冨

ｍ

一
○
、
九
九
○

本
一
支
額

一
支
別
所
川

一
支
吐

一
支
笠
松
川

一
支
様
松
川
一
一
、
二
八
○

一
支
宮
内
川

川

与
田
川
一
五
、
六
九
四

茜
一
能
定
廻
尾

川 川

一
、
一
一
一
ハ
ー
ニ

八
○
○

六
七
○

九
三
○

三

五

三
I、

右左右左右左右左右左右左右左
岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸

大
川
郡
大
内
町
大
字
水
主
二
七
五
二
番
地
々
先
以
下
海
に

至
る
。

同
郡
同
町
大
字
二
六
七
○
番
地
々
先
以
下
海
に
至
る
。

大
川
郡
大
内
町
中
筋
二
三
番
地
々
先
以
下
与
田
川
合
流

点
に
至
る
。

同
郡
同
町
同
二
三
五
番
地
々
先
以
下
与
田
川
合
流
点
に
至

る
。
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
三
七
番
の
四
地
先
以
下
与
田
川
合

流
点
に
至
る
。

同
郡
同
町
一
九
四
番
の
九
地
先
以
下
与
田
川
合
流
点
に
至

る
。
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
四
八
番
の
三
地
先
以
下
与
田
川

合
流
点
に
至
る
。

同
郡
同
町
同
九
七
○
番
地
々
先
以
下
与
田
川
合
流
点
に
至

ブ
つ
。
大
川
郡
大
内
町
水
主
一
二
○
三
番
地
々
先
以
下
与
田
川
合

流
点
に
至
る
。

同
郡
同
町
同
一
二
九
八
番
地
々
先
以
下
与
田
川
合
流
点
に

至
る
。

大
川
郡
大
内
町
水
主
一
八
四
七
番
地
々
先
以
下
与
田
川
合

流
点
に
至
る
。

同
郡
同
町
同
一
九
二
○
番
地
々
先
以
下
与
田
川
合
流
点
に

至
る
。
（
大
内
ダ
ム
を
含
む
）

大
川
郡
大
内
町
水
主
二
六
五
二
番
地
々
先
以
下
与
田
川
合

流
点
に
至
る
。

同
郡
同
町
同
二
六
二
九
番
地
々
先
以
下
与
田
川
合
流
点
に

至
る
。
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第1編序 論

番
屋
川

古

川

田
尻
川 括

一
脂
エ
疋
隠
延
巨

ｍ

一
三
、
七
六
○

一
一
、
一
一
一
一
一

六
一
四

本本
川
古

一

本
川
田
尻
川

二
支
玉
の
池
川

一
支
楠
谷
川

一
支
石
風
呂
川

一

支

北

一
支
西
村
川

川

番
屋
川川川

四
、
○
○
○

四
、
五
六
七

二
、
五
四
○

一

一
一
、
一
一
一
一
一

、

二

三

○

九
六
三

六
一
四

四
六
○

、

左
岸
大
川
郡
大
内
町
大
字
三
殿
一
三
一
番
地
先
以
下
海
に
至

る
。

右
岸
同
郡
同
町
同
大
字
一
二
九
番
地
先
以
下
海
に
至
る
。

左
岸
大
川
郡
大
内
町
西
村
五
○
○
番
地
先
以
下
番
屋
川
合
流
点

に
至
る
。

右
岸
同
郡
同
町
同
字
四
四
八
番
地
先
以
下
番
屋
川
合
流
点
に
至

る
。

左
岸
大
川
郡
大
内
町
大
字
中
山
四
三
七
番
の
一
地
先
以
下
番
屋

川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
同
郡
同
町
同
大
字
六
八
一
番
地
々
先
以
下
番
屋
川
合
流
点

に
至
る
。

左
岸
大
川
郡
大
内
町
小
砂
二
一
五
番
の
二
地
先
北
川
合
流
点
に

至
る
。

右
岸
同
郡
同
町
同
二
六
番
の
一
地
先
以
下
北
川
合
流
点
に
至

る
。

左
岸
大
川
郡
大
内
町
大
字
水
主
字
川
田
五
二
六
三
番
地
々
先
以

下
番
屋
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
同
右

左
岸
大
川
郡
大
内
町
大
字
三
殿
八
四
六
番
の
三
地
先
以
下
番
屋

川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
同
郡
同
町
同
大
字
八
六
一
番
地
先
以
下
番
屋
川
合
流
点
に

至
る
。

左
岸

右
岸

左
岸
大
川
郡
大
内
町
馬
篠
六
五
○
番
の
一
地
先
以
下
海
に
至

ヲ
。
◎

右
岸
同
郡
同
町
同
七
二
五
番
地
々
先
以
下
海
に
至
る
。

大
川
郡
大
内
町
大
字
川
東
四
五
九
番
の
一
地
先
以
下
海
に

至
る
。

同
郡
同
町
同
大
字
二
六
七
番
地
々
先
以
下
海
に
至
る
。

’
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第2章地 誌

町
指
定
河
川

17

七 六 五 四 三 二 一

対
照
番
号

与
田
川

古

川

水
系
名

五
、
二
七
八

七
八
五
、1

指
定
総
延
長

小
支
流
中
筋
川

″
風
呂
川

″
風
呂
谷
川

支
流
大
社
川

″
吐
川

本
流
古
川

支
流
古
川
上
川

河
川
名

四 四 三 二

○ 二 八 ○ 五
五 ○ ○ ○ ○

六
四
五

一
四
○

I、

指
定
延
長

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
四
四
二
七
番
地

以
下
吐
川
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
四
四
六
五
番
地

右左右左右左
岸岸岸岸岸岸

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主

以
下
与
田
川
合
流
点
に
至
る

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主

以
下
与
田
川
合
流
点
に
至
る

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主

以
下
風
呂
川
合
流
点
に
至
る

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主

以
下
風
呂
川
合
流
点
に
至
る

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主

以
下
与
田
川
合
流
点
に
至
る

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主

以
下
与
田
川
合
流
点
に
至
る
｡三・三・七。七・七。八
八九六六
九
一

一
一

一
一
ハ

七九
番 ’
三
番

地番
地

番
地

地

二
二
番
地

四
四
番
地

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
中
筋
二
五
六
番
地

以
下
吐
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
中
筋
二
五
六
番
地

以
下
吐
川
合
流
点
に
至
る
。

右左右左
岸岸岸岸

香
川
県
大
川
郡
大

以
下
白
鳥
町
々
境

香
川
県
大
川
郡
大

以
下
白
鳥
町
々
境

香
川
県
大
川
郡
大

以
下
古
川
合
流
点

香
川
県
大
川
郡
大

以
下
古
川
合
流
点
に内に内
至町至町
る川る川
｡東。東
七七
七七
八
’
二
番
地

七
’

一
番
地

内
町
川
東
一
四
二
三
’
四
番
地

に内
至
る
◎

町
川
東
一
四
一

六
番
地

区
域



第1編 序 論

一

四

一
一
一
一

一
一
一

一
一

一

○ 九 八

与
田
川

五
、
二
七
八

I、

小
支
流
忠
田
川

支
流
様
松
川

小
支
流
本
宮

〃 〃 〃 〃

笠
松
南
川

盛
重
川

黒
岩
川

釜
床
川 芒

一
陪
醒
疋
延
尾

川

六
一
○

二
九
五

二
八
○

三

○

一
七
○

一
六
五

一
九
七

rn

以
下
吐
川
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
○
一
六
番
地

以
下
大
内
ダ
ム
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
一
七
七
八
’
一
番
地

以
下
大
内
ダ
ム
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
一
七
八
七
番
地

以
下
大
内
ダ
ム
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
一
八
九
五
’
二
番
地

以
下
大
内
ダ
ム
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
一
九
九
二
’
一
番
地

以
下
様
松
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
一
九
八
九
’
七
番
地

以
下
様
松
川
合
流
点
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
一
九
七
二
番
地

以
下
様
松
川
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
一
六
三
八
番
地

以
下
様
松
川
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
一
六
九
’
六
番
地

以
下
与
田
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
一
六
一
’
一
番
地

以
下
与
田
川
合
流
点
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
一
六
六
’
一
番
地

以
下
盛
重
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
一
七
○
’
一
番
地

以
下
盛
重
川
合
流
点
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
四
四
四
番
地

以
下
笠
松
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
三
九
七
’
一
番
地

以
下
笠
松
川
合
流
点
に
至
る
。
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誌第2章地

対
照
番
号
一
水
系
名
一
指
定
総
延
長
一

二

○

一
一
一
一

一
一
一

一

五

一

八

一

九

一

七
一
一
ハ

与
田
川

番
屋
川

六
、

六
九
二

ｍ

五
、
二
七
八

小
支
流
笠
松
下
川

支
流
国
安

小
支
流
西
村
上
川

支
流
南
渓

河〃 〃

″
楠
谷
上
川

″
三
殿
中
川

十
尻
川

森
行
川

川

名
川川

一
指
定
延
長
一

九
六
四

六
三
○

ｍ

五
○
○

三
七
○

五
六
○

五
○
四

三
九
六

六
○

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
八
七
九
’
一
番
地

以
下
笠
松
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
八
六
七
’
一
番
地

以
下
笠
松
川
合
流
点
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
七
五
二
番
地

以
下
笠
松
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
六
七
○
番
地

以
下
笠
松
川
合
流
点
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
二
五
四
’
一
番
地

以
下
与
田
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
二
二
四
三
’
二
番
地

以
下
与
田
川
合
流
点
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
三
二
一
二
’
八
番
地

以
下
与
田
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
三
二
○
九
’
一
番
地

以
下
与
田
川
合
流
点
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
西
村
二
七
一
’
一
番
地

以
下
楠
谷
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
西
村
二
七
○
番
地

以
下
楠
谷
川
合
流
点
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
五
二
三
九
’
一
番
地

以
下
楠
谷
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
五
二
三
二
番
地

以
下
楠
谷
川
合
流
点
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
町
田
二
六
六
’
一
番
地

以
下
番
屋
川
合
流
点
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
町
田
二
○
八
’
七
番
地

以
下
番
屋
川
合
流
点
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
三
殿
五
二
四
’
一
番
地

区

’

域
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第1編序 論

”

一 一 一 一 一 一 一

九 八 七
一
一
ハ 五 四 三

対
照
番
号

番
屋
川

水
系
名

六
、
六
九
二

rn

指
定
総
延
長

本
流
番
屋
川

支
二
流

、4

、4

磯

川

″
落
合
川

支
流
大
谷
川

″
中
山
下
川

″
中
山
上
川

″
中
山
奥
川

河
川
名

六
二
○

六
七
○

二
○
○

五
八
○

五
二
○

五
八

四
九
五

rn

指
定
延
長

左右左右左右左右左右左右左右
岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸岸

以香以香以香以香以香以香以香以香以香以香以香以香以香以香以
下川下川下川下川下川下川下川下川下川下川下川下川下川下川下
北県北県北県北県北県北県北県番県番県番県番県三県三県番県番
川大川大川大川大川大川大川大屋大屋大屋大屋大殿大殿大屋大屋
合川合川合川合川合川合川合川川川川川川川川川上川上川川川川
郡
大
内
町
中
山
六
四
一
’
一
番
地

流
点
中
山
六
○
一
’
一
番
地
に
至
る
。

合
流
点
に

郡
大
内
町

合
流
点
に

郡
大
内
町

池
に
至
る

郡
大
内
町

池
に
至
る

郡
大
内
町

合
流
点
に

郡
大
内
町

合
流
点
に

郡
大
内
町

合
流
点
に

郡
大
内
町

合
流
点
に

郡
大
内
町

流
点
に
至

郡
大
内
町

流
点
に
至

郡
大
内
町

流
点
に
至

郡
大
内
町

流
点
に
至

郡
大
内
町

流
点
に
至

郡
大
内
町

流
点
に
至
る中る中る
◎

山
四
二

一
’
二
番
地

◎ ◎

山
四
二
○
’
一
番
地

中
山
二
六
九
’
一
番
地

る
。
中
山
二
八
八
’
二
番
地

るる大る大至落至落至小至小・中
◎

谷。谷る合る合る磯る磯山

磯

四
．
四
．一

一
一

一
一
一

一
九
’
二
番
地

一
六
番
地

三

七

一

一

一
一
ハ

｜ ’
三
番
地

一
番
地

。

六
九
四
番
地

。

五八

一
九
’
二
番
地

五
九
’
一
番
地

中
山
七
九
二
番
地

◎

至
る
三
殿
至
る
。

四
三
一
番
地

◎

区
域



第2章地 誌

2Z

三

五 四

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一

三

○

対
照
番
号

馬
篠
川

棒
谷
川

平
谷
川

山
田
川

明
神
川

番
屋
川

水
系
名

二
四
○

六
九
○

四
三
八

一
六
○

三
○
五

六
、
六
九
二

、

指
定
総
延
長

″
馬
篠
川

″
樺
谷
川

″
平
谷
川

″
山
田
川

本
流
明
神
川

小
々
支
流

小

砂

川

河
川
名

二
四
○

六
九
○

四
三
八

ヱ
ノ､

○

三
○
五

九
六
○

rn

指
定
延
長

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
馬
篠
一
○
九
五
’
一
番
地

以
下
海
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
馬
篠
七
六
○
番
地

以
下
海
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
馬
篠
一
四
四
二
番
地

以
下
海
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
馬
篠
一
四
三
八
－
一
番
地

以
下
海
に
至
る
。

左
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
馬
篠
一
三
五
五
’
一
番
地

以
下
海
に
至
る
。

右
岸
香
川
県
大
川
郡
大
内
町
馬
篠
一
三
五
六
’
三
番
地

以
下
海
に
至
る
。

左
岸

右
岸

香
川
県

以
下
海

香
川
県

以
下
海
に大に
至川
る郡
。

大
内
町
小
磯
一

四
七
’
一
番
地

至
る
◎

大
川
郡
大
内
町
小
磯
八
七
番
地

左
岸

右
岸

香
川
県
大

以
下
小
磯

香
川
県
大

以
下
小
磯
川
郡
九
三
川
郡

一
一
一
一

大
内
町
小
磯
一
二

三
番
地
に
至
る
。

大
内
町
小
磯
二
一

九
’
一
番
地
に
至
る
◎

三
’
四
六
番
地

五
番
地

右左右
岸岸岸

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
中

以
下
北
川
合
流
点
中
山
六

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
小

以
下
玉
の
池
川
合
流
点
に

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
小

以
下
玉
の
池
川
合
流
点
に
至砂至砂
る
。
二
七
五
’
三
番
地

る二
。
一

一
番
地

七
三
’
一
番
地
に
至
る
。

山
六
四
七
’
三
番
地

区
域



第1編序 論

大
内
町
内
の
た
め
池
の
数
は
三
五
○
か
所
く
ら
い
で
、
そ
の
中
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
水
稲
中
心
の
農
業
か
ら
園
芸

作
物
へ
と
農
業
の
内
容
、
方
法
が
変
化
し
、
さ
ら
に
香
川
用
水
の
導
入
に
よ
り
、
た
め
池
の
役
割
も
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
最
近
は
、

宅
地
開
発
そ
の
他
の
事
情
で
毎
年
い
く
つ
か
の
た
め
池
が
消
え
て
い
っ
た
り
、
土
砂
で
小
さ
な
池
は
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

三

九

三
た
め
池

ユ
岸
香
川
垣

以
下
齢

廻
岸
香
川
直

訓
銚
一
卜
舘

る主る

22

八

一
ニ
ー
ハ

三

七

対
照
番
号

与
田
川

田
尻
川

水
系
名

一
一
一
ハ

五

三
I、

指
定
総
延
長

″
向
ケ
原
東
川

本
流
田
尻
川

支
流
森
奥
川

河
川
名

一
一
一
ハ

三

五 八
rn

指
定
延
長

左
岸

右
岸

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
三
五
○
六
番
地

以
下
与
田
川
合
流
点
に
至
る
。

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
水
主
三
五
○
三
’
二
○
番
地

以
下
与
田
川
合
流
点
に
至
る
。

右左右左
岸岸岸岸

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
馬

以
下
黒
河
川
合
流
点
に
至

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
馬

以
下
黒
河
川
合
流
点
に
至

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
馬

以
下
田
尻
川
合
流
点
に
至

香
川
県
大
川
郡
大
内
町
馬

以
下
田
尻
川
合
流
点
に
至
る篠る
。
一

六
六
’
一
番
地

｡

篠
一
七
四
’
五
番
地

る
。

篠
一
七
五
’
一
番
地

ｚ
》
◎
篠
一
七
四
’
五
番
地

る

区
域
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主なため池

23



第1編序 論

大
内
町
の
た
め
池

隅中城沼

』7也音ﾛ

型r凹旭旭池胃r池池池7凹池池池池池池｜ 計池池 ｜仁

O○○○○四○○○○○○○○○○ ○○○
置● ● O ● ● ● ◆ ● ､ ● ● ● ● ● ● ●

一三五一七九五二一五二九二一一三 七一六
七二九○八六二○四○八四八二○二 八八○ 秘

丘一（）六’ （~］

24



第2章地 誌

田本星明岡飛

筌 囮 の困囚長

軍冨越押、

也刑凹洲ロ洲ロ洲p池渕nYiu池池池池洲u流、7世汁ロ加

○○○○○一○○○一一○○○○一○○○○○C

ｔ
壬
五
二
一
○
八
○
一
一
ハ

四
○
一
四

一
一
一

一
○

hq

三四七二六四○一五九四王
● ● ■ ● ● ● ● ● ◆ ● ● ●

圧八○六○三二八九○三ノ1 〔）一七匹

kt

Ｃ
Ｏ
四
二
四
四
○
六
七
四

一
Ｃ

○
八
四
○

一
ハ
一
一

一
○

25

番
号

池
名

満
水
面
積

貯
水
量

所
在
地



第1編序 論

26

五
六

五
五

五
三
五
四

五五五四四四四四四四四四四
二一○九八七六五四三二一○

番
号

西
池

な
め
く
り
谷
池

落
合
計

西川保

村田田

計池池

水池新鷲神北涼前安安石円大大

恵
の ケ

主 安 前 谷の

内 山
下

鹿鹿谷光社社

下上下寺下上

計池池池池池池池池池池池池池

池
名

○ ○
・
一
四

○
・
一
四

二
・
二
五

八
・
三
○

一
○
・
五
五

○
・
二
九

○
・
一
五

○
・
一
三

○
・
二

○
・
五
七○

○
・
二
三

○
・
二
○

○
・
二
六

○
・
四
○

○
・
一
四

○
・
一
三

一
一
●
一
一
一
一
一
一

一
七
・
七
三

hq

満
水
面
積

二
●

五

ー一

一一

◆ ●

八八

六
三
・
四

二
四
八
・
八

一
一
一
一
一
一
●
一
一

五
一一 一

一

ー

六八二二○五五四九一一四四八
● ● ● ● ● ◆ ● ● ● ● ● ● ● ●

○四一八四○○九八五二二四八
kt

貯
水
量

松
崎
四
三
○

落
合
五
四
八

西
村
一
、
二
七
三

″
一
、
一
二
○

水
主
四
、
○
六
七

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

四四五五五五五五五五四四
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

八九三三二二二一一一一○
八五六三九一一一一二八六
七三六○九四六三四三二八

所
在
地



第2章地 誌

番

一一一一-2一一一

ノ､ノ､ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、

六五四三二一○
七七七七七六六六
四三二一○九八七

五五五

九八七
号

一

才
の
池

遠
田
池

片
原
奥
池

庵
池

枇
杷
谷
池

長
谷
新
池

加
茂
池

南
谷
池

矢
野
池

谷
峰
池

長
法
池

町
田
新
池

新
池

大
原
池

摺
鉢
池

町
田
計

松
崎
新
池

松
崎
上
池

牛
ケ
谷
上
池

松
崎
計

池

名

’
満
水
面
積

○
・
六
三

○
・
一
五

○
・
四
○

○
・
九
八

○
・
五
三

一
●
一
一
一
一
一

○
・
一
五

四
・
○
七

ａ
ｎｄ

三
・
○
○

○
・
九
八

○
・
一
七

四
・
二
六

一
・
四
六

○
・
五
二

○
・
一
四

○
・
一
三

○
・
一
三

○
・
四
八

○
・
一
一

○
・
二
四

－

貯

○ 一八
六三六四
● 甲 . .

七五七○
kt

一
五
・
七

一
一
●
一
一

一
三
・
五

五
九
・
六

一
八
・
二

三
二
・
九

二
・
七

一
四
四
・
八

水
二三

四二八三二四○九
● ｡ ● ● ● ● ● ●

九○八一六九四四
瞳

松
崎

″″

町
〃 〃 〃 〃 〃 〃

田

三
〃 〃 〃 〃〃〃 〃

殿

所

在

四
九
四

三
八
五

二
九
九

一
一
一
一
一

一
、
○
四
二

一
、
一
一
一
一
ハ

ー
、
二
五
六一

ハ

七
七
三

八
三
六

八
○
四

四
六
七

五
六
三

二
九
二

五
三
三

三五五

九六六
○五六

地
I

”



第1編序 論

番

七
六
七
五

八八八八八八
七六五四三二

八八七七七
一○九八七

九八八
○九八 号

竹
谷
池

新
池

王
子
池

天
神
池

鼻
井
谷
池

土
居
計

飯
山
上
池

喜
太
郎
池

箕
谷
池

新
開
下
池

新
開
上
池

下
池

玉
の
池

小
砂
計

三飯不
毛
の
谷
池

柿
木
谷
池

中
山
大
池

池

殿山

名
計池

満
水

○
・
三
○

○
・
三
○

○
・
五
五

○
・
七
○

○
・
一
一

一
・
九
六

○
・
六
九

四
・
二
○

ｑ
○
肘

○
・
三
○

○
・
二
一

○
・
一
○

○
・
一
三

○
・
一
七

○
・
一
○

一
・
四
六

二
・
一
七

○
・
二

○
・
一
二

二
・
五
○

面
談

－

貯
水

二
○
・
四

一
一
一
一
ハ
・
一
一

三

三三三

四一○

五
・
○

二
・
五

三
・
五

一
一
一
■
一

一
・
七

四
五
・
五

一
ハ
ー
●
一
二

三 一一

九二三三六四
● ● ● 串 ● ●

八七○○五六
ｔｋ

九
・
七 量

小
〃〃 〃 〃〃

砂

土
〃〃〃〃

居

中
山

″″

三

殿

所
〃

在

三
四
六

六
九
五

五
六
四

五
一
二

六
四
六

八
七
九

六
八
七

六
八
三

二

○

一
一
一
一
ハ

ニ
五
七

三
○
三

三
○
六

三
五
八

四
六
八 ○

地

28
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番

九
八
九
九

一
○
○

一
○
一

一
○
二

一
○
三

一
○
四

一
○
五

一
○
六

一
○
七

一
○
八

一
○
九

二
○

一
一
一

九九九九九九九
七六五四三二一

号

池
名

山
田
池

大
谷
池

造
田
池

中
池

房
谷
池

長
太
池

常
仏
池

中
山
計

森
下
池

裏
池

神
下
池

平
間
上
池

平
間
池

北
池

坂
下
池

坂
下
上
池

新
池

仏
谷
池

矢
ケ
谷
池

柏
谷
上
池

柏
谷
下
池

前
池

満
水
面
積

Ｑｈ

○
・
二

○
・
二
三

○
・
三
五

○
・
三
九

○
二
一

○
・
二
○

○
・
一
七

四
・
二
九

○
・
二
三

○
・
一
二

○
・
一
三

○
・
一
○

○
・
一
三

○
・
一
○

○
・
九
八

○
・
六
四

○
・
一
二

○
・
二
六

○
・
一
三

○
・
一
六

○
・
一
一

○
・
二
○

貯

水
八

○三四二七七四一

量
一三一一八○九四

kt

二

三二三三九三四八一二一三二七
● ● ● ● ● ◆ ● ● ● ● ● ● の ■

八七五四○五二九二二八四二六

中
所

山

在

馬
篠

〃 〃 〃 〃 〃 〃〃〃 〃 〃 〃 〃 〃〃〃〃〃〃〃

二
○
三

一
一
一
一
一
一

二
八
五

四
九
一

四
九
六

四
四
一

八
六
六

八
九
六

八
二
五

一
、
○
四
四

一
、
○
五
七

一
、
一
六
九

一
、
一
四
三

一
、
三
三
○

五
六
二

五
○
二

四
一
五

三
四
一

二
七
六

二
五
八

一
五
六

地

29
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30

一一一一一一

一一一一一一

一一

八七
一
一
ハ

一一一

五四三

二二二

二一○九八七六五

一一一

一一一

四三二

番
号

合
計

大奥建西東南北

谷の上宮宮蓮蓮

計池池池池池池

東
新
池

新
池
中
池

摺
鉢
池

浦
池

北
子
谷
下
池

池
の
内
池

不
動
池

小
磯
計

馬猪檸裏

篠の谷

計池池池

池
名

六
五
・
三
八

○○○

三八二

五四六

一
・
九
五

四○○

五八二
二六六

－○○○○○○○○

八七一一一一一二一
八八五○四三八五五

三○○○
◆ ● ◆ ●

八一一一

七五四七
hq

満
水
面
積

一
、
九
四
九
・
四

二二

三九五三七
● ● ● ● ●

一二三八八

二
三
・
八

九
三
・
○

五
・
○

四
・
○

一
二
。
一
ハ

四
・
三

四
・
二

二
・
七

一
一
●
一
一

一
一
一
一
一
一
●
一

五
九
・
一

三
・
八

五
・
○

一
一
，
一
一

九
八
・
四

kt

〃〃〃〃〃
大
谷

六五七四三三
二二○六九八
五九六四八八

、4

磯
一
四
二

″
二
○
四

〃

四
一
六

〃

四
一
四

″
四
二
八

〃

五
六
四

〃

六
五
二

〃

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ

馬
篠
一
、
二
七
三

″
一
、
三
八
二

″
一
、
四
九
二



第2章地 誌

大
内
町
に
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
が
、
主
な
も
の
を
掲
げ
る
と
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

f
－－－ －

、
１
，

四
橋

橋誉 水

央 橋中

‘ｦZ



第1編序 論

大
内
町
の
主
な
橋

西西八大石八大前西番小森番向西風別中与与中

内 谷風の谷 村屋磯 屋ケ内呂 田田
内 幡 川 川 広 所央 川道

下 上呂坪中 西中東 大原南下 川中
橋橋橘橋橋橋橋橋橘橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋橋

橋

名

橋

長

ｍ

一
一
一
一

五
五
四
二
五
三
四
一
四
四
一
九

一
一
ハ

三
四
四
○
二
八
二
七
一
一
ハ

ニ
五
二
九
四
○
一
一
ハ

ー
セ

ー
ー
ハ

ニ
○
二
○

－

幅

三二五三五五五三三五三四三四三六四六六五五
● □ ● ● ● Q ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 中 ● ● ● ●

員
○五○○○五五○○六○○二○○○五五七六一

Xn

路
線
名

西
町
東
地
線

古
川
大
谷
線

三
本
松
町
田
線

中
筋
小
僧
線

下
屋
敷
別
所
線

水
主
北
山
国
光
線

西
内
水
主
浄
水
場
線

向
ケ
原
線

大
谷
番
屋
線

西
村
小
磯
線

小
磯
南
線

古
川
大
谷
線

横
内
上
落
合
線

小
磯
南
線

古
川
大
谷
線

″

三
殿
中
央
線

八
の
坪
番
屋
線

松
崎
大
谷
神
社
線

社
原
西
内
線

″

昭
和
五
○
四
四
一
○
五
二
四
○
四
三
四
四
五
二
一
一
一

三
七
五
○
四
四
四
九
四
四
四
四
四
四
五
六
五
三
五
三
四
九
四
七

架
設
年
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第2章地 誌
地
目
別
面
積
（
昭
和
五
十
九
年
一
月
町
税
務
課
）

大
内
町
に
お
け
る
土
地
利
用
の
現
況
は
次
の
分
布
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
地
目
別
面
積
比
も
田
畑
が
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
林

・
原
野
で
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
主
な
農
業
生
産
物
は
、
水
稲
の
ほ
か
・
麦
・
葉
タ
バ
コ
・
レ
タ
ス
・
イ
チ
ゴ
・
ミ
カ
ン

，
電
照
菊
・
パ
セ
リ
・
キ
ュ
ウ
イ
な
ど
で
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
生
産
物
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

宅 総 誉大向

橋
名
一
橋
長
一

区

社原

下上
水

畑田面

橋橋橋

第
三
節
地
目
別
面
積

分
一
面
秋
（
、
）
｜
比
率
（
％
）

職地

三
、
四
四
九

六
五
七

一
三
一
一
ハ

ー
ー
｛
ハ
ー

一
一
ハ

一
一
一

四
五

I、

一
○
○
一
九
・
○

一
ハ
・
一
ハ

七
・
六

幅

一四四

○○○ 員
一
路
線
名

I、

そ山池
区

林
、
原
の

水大向

ケ
原

社
環
状

主
本
松

分
他野沼

面
蔵
（
加
）

線線線

一
○
八

一
、
七
二
四

四
七
三 |惣

比

－9寺

率

昭
和
五四五

架
設
年

（％）

一
一
一
●
一

五
○
・
○

一
三
・
七

六三○
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◇
風
〕

。

傘

しし虜い彦

河川その徳

土地利用の現状

3型



誌第2章地

大
内
町
は
、
四
国
の
声

は
阿
讃
山
脈
が
連
な
り
、

光
の
美
し
い
町
で
あ
る
。

四
国
の
東

香
川
県
の
地
質
図
を
見
る
と
、
基
盤
は
花
崗
岩
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
南
部
は
中
生
代
白
亜
紀
の
和
泉
層
群
か
ら
成
る
、
七
○
○

メ
ー
ト
ル
か
ら
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
余
の
讃
岐
山
脈
が
東
西
あ
る
い
は
東
北
東
に
走
り
、
さ
ら
に
北
部
は
一
段
と
低
く
、
四
○
○
メ
ー

ト
ル
か
ら
六
○
○
メ
ー
ト
ル
の
主
と
し
て
花
崗
岩
か
ら
成
る
部
分
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
本
町
の
地
質
の
主
な
部
分
を
な
し
て

お
り
、
そ
の
間
を
洪
積
層
や
沖
積
層
が
堆
積
し
て
現
在
の
台
地
や
平
地
を
形
成
し
て
い
る
。

れ
る
番
屋
川
流
域
は
、
一
自

を
や
や
上
回
っ
て
い
る
。

地
質
は
、
南
部
に
花
學

層
が
存
在
し
て
い
る
。
』

南
部
に
花
崗

山
と
平
地
が
相
半
ば
し
て
い
る
た
め
、
土
地
の
利
用
度
は
大
変
高
い
。
河
川
は
、
町
の
中
央
を
流
れ
る
与
田
川
が
主
で
、
西
部
を
流

る
番
屋
川
流
域
は
、
扇
状
地
で
平
野
的
形
態
を
示
し
て
い
る
。
農
用
地
は
、
総
面
積
の
二
七
・
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
県
の
平
均

岩
が
虎
丸
山
系
付
近
に
広
く
分
布
し
、
平
野
部
は
沖
積
世
に
形
成
さ
れ
た
花
崗
岩
の
風
化
土
か
ら
成
る
沖
積

て
い
る
。
海
岸
部
は
、
泥
溺
な
堆
積
物
か
ら
成
る
後
背
湿
地
が
あ
り
、
一
部
丘
陵
部
に
、
洪
積
層
が
点
在
し
て
い
る
。

北
部
に
位
置
し
、
香
川
県
の
東
部
に
あ
る
。
地
形
は
、
南
北
に
や
や
長
い
だ
円
形
を
し
て
い
る
。
町
の
南
に

連
な
り
、
北
に
向
か
っ
て
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
瀬
戸
内
海
に
達
し
て
い
る
。
海
に
は
島
々
が
点
在
し
て
お
り
、
大
変
風

第
四
節
地
質

一
地
形
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細

本
町
の
地
形
を
山
地
・
丘
陵
・
山
麓
地
・
上
位
台
地
・
下
位
台
地
・
低
地
な
ど
に
分
け
て
説
明
す
る
と
、
大
川
町
田
面
か
ら
本
町
の

町
田
・
馬
篠
・
北
山
・
絹
島
・
丸
亀
島
を
含
め
て
、
北
部
の
山
地
を
熔
岩
台
地
起
源
の
山
地
と
し
、
そ
れ
か
ら
以
南
を
、
阿
讃
山
地
起

源
の
山
地
と
し
て
地
質
的
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
熔
岩
台
地
起
源
の
山
は
比
較
的
高
度
が
低
く
、
本
町
の
北
山
（
標
高
二
二
六
・
三

メ
ー
ト
ル
）
や
津
田
町
北
山
（
標
高
三
○
六
・
一
メ
ー
ト
ル
）
の
平
た
ん
面
の
残
る
地
形
で
あ
る
。
絹
島
・
女
島
・
丸
亀
島
は
孤
立
し

た
丘
陵
地
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
麓
と
山
地
と
の
境
界
の
海
抜
高
度
は
与
田
川
中
流
沿
岸
で
一
○
○
か
ら
二
○
○
メ
ー
ト
ル
、
北
山
山
麓
で
は
八
○
か
ら
一
○
○
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。
下
位
に
は
与
田
川
中
流
の
大
社
付
近
に
比
高
数
メ
ー
ト
ル
の
台
地
が
あ
り
、
こ
れ
は
花
崗
岩
質
の
砂
礫
で
構
成
さ

れ
、
支
流
の
旧
扇
状
地
の
浸
食
を
受
け
て
で
き
た
台
地
ら
し
い
。
ま
た
河
川
の
山
地
か
ら
低
地
に
出
る
所
で
は
扇
状
地
が
展
開
し
て
い

る
。
与
田
川
で
は
中
筋
付
近
一
帯
に
ゆ
る
い
傾
斜
の
扇
状
地
が
発
達
し
て
い
る
。

各
河
川
の
下
流
部
に
は
砂
な
い
し
シ
ル
ト
を
主
と
す
る
低
湿
な
三
角
州
状
の
低
地
が
あ
り
、
海
岸
に
並
ぶ
浜
堤
湿
地
を
も
含
ん
で
い

る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
大
雨
の
さ
い
湛
水
し
や
す
い
。
本
町
の
横
内
付
近
、
高
徳
線
三
本
松
駅
北
方
が
こ
れ
に
当
た
り
表
土
は
砂
質
で

あ
る
。
ま
た
砂
州
が
延
長
し
て
海
岸
に
近
い
島
に
発
達
し
た
も
の
と
し
て
、
丸
亀
島
・
女
島
が
あ
り
、
浅
瀬
で
馬
篠
と
続
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
工
平
た
ん
地
は
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
港
付
近
に
狭
い
埋
立
地
が
存
在
す
る
。

傾
斜
区
分
の
図
を
見
る
と
、
四
○
度
以
上
の
地
域
は
虎
丸
山
頂
付
近
に
少
し
分
布
す
る
だ
け
で
、
与
田
川
以
北
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
が
、
二
○
度
か
ら
三
○
度
の
傾
斜
は
山
地
や
山
腹
一
帯
に
見
ら
れ
る
。

与
田
川
・
番
屋
川
は
三
度
未
満
の
傾
斜
で
大
雨
の
と
き
山
腹
か
ら
流
れ
出
た
土
砂
を
下
流
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
松
崎
付

近
、
水
主
大
社
付
近
で
は
天
井
川
を
形
成
し
て
い
る
。
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広
く
分
布
し
て
い
る
。

プ
（
》
。

イ
古
生
代
末
期
ｌ
中
生
代
初
期
領
家
、
飛
騨
花
崗
岩
類

口
中
生
代
末
期
ｌ
古
第
三
紀
中
国
、
北
九
州
花
崗
岩
類

ハ
新
第
三
紀
山
口
・
紀
伊
半
島
・
宇
和
島
・
足
摺
・
室
戸
岬

本
町
に
分
布
す
る
大
部
分
は
い
に
属
す
る
領
家
変
成
に
関
与
す
る
花
崗
岩
で
あ
る
。
領
家
花
崗
岩
の
送
入
生
成
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
中
生
代
末
期
と
考
え
る
研
究
者
も
あ
る
が
、
香
川
県
で
分
か
る
事
実
と
し
て
は
和
泉
層
群
の
中
に
水
蝕
礫
と
し
て
混
入
し
、
先
和

ヲ
（
》
○

本
町
の
岩
石
基
盤
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
古
生
代
末
期
か
ら
中
生
代
初
期
に
で
き
た
花
崗
岩
か
ら
成
り
、
そ
の
上
に
瀬
戸
内
火
山

に
よ
る
堆
積
物
が
北
端
に
点
在
し
、
そ
れ
ら
が
浸
食
さ
れ
再
び
堆
積
さ
れ
現
代
の
平
野
や
丘
陵
が
洪
積
、
沖
積
層
と
し
て
残
さ
れ
て
い

大
内
町
の
水
系
は
北
部
は
番
屋
川
の
水
域
、
南
部
は
大
部
分
が
与
田
川
水
域
に
属
し
、
東
部
は
古
川
水
域
、
北
端
の
馬
篠
付
近
で
は

田
尻
川
の
流
域
と
な
っ
て
い
る
。

多
く
の
研
究
者
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
花
崗
岩
の
避
入
時
期
は
三
期
に
分
け
ら
れ
、
西
日
本
で
は
次
の
と
お
り
で
あ

大
内
町
の
基
盤
で
も
あ
り
広
く
分
布
し
て
い
る
花
崗
岩
か
ら
述
べ
る
と
、
地
形
の
と
こ
ろ
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
北

深
成
岩
類

部
に
わ
ず
か
火
山
岩
が
点
在
す
る
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
が
花
崗
岩
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
瀬
戸
内
海
周
辺
に

二
地
質
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香川県の地層層序表

名 ’｜ ・代 相岩時

現
世
一
更
新
世

礫及ぴ粘土砂沖 讃 層

第
四
紀

礫及び粘土砂下段堆稜届

新

礫及ぴ粘土砂中段堆秋層

上段堆積層
（焼尾峠礫層）

砂粒粗礫

鮮
新
世
(三豊層群）

生
第 －

讃岐岩及び讃岐岩質安山岩

角閃斜方師石安山岩質集塊岩

基性凝灰角礫岩

酸性凝灰岩及び凝灰角礫岩

花 崗 質 砂 岩

中 讃岐厨群
三

新
世

一一

代

紀
(土庄層群）

（
一
部
油
河
）

ヘ
ト
ナ
イ
世‐
（
一
部
石
炭
紀
）

白
亜
紀
二
畳
紀

中
生
代
古
生
代

(和泉層群）

一

状 花 崗 岩

成 粘 板 岩

母 片 岩

状 片 麻 岩

成 輝 緑 岩

晶質石灰岩

片
変
雲
縞
変
結

領 家
コンプレックス

ゲタ

(『香川県地質説明書』1962斉藤・坂東）
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趣
側
幽

Ｎ
‐
川
飛
‐
Ｉ
垂
Ｙ
‐
‐

．

､》、熟祇
舶

窪
籔7

〕

<二ｺ〉 可
川川

ノ
ﾄﾏbﾄﾏb

岩
岩
岩
岩
岩
岩

し?ｳ.
61恥
し?ｳ.
61恥

＊首2,.毒､-冬↑↑

↑

。

エ

マ

炉

己

二千一一》ｒ↓一一

痔

報

幸

一

｛
》
一
・

鰯墜謹蝋纈
漬 層「]驚園典雷鳥

地 質 図
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ま
た
そ
の
組
織
も
粗
粒
の
も
の
か
ら
中
粒
の
も
の
が
多
く
、
と
き
に
は
斑
状
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
に
脆
弱
で
真

砂
化
す
る
こ
と
が
多
い
。
前
述
の
両
花
崗
岩
の
成
分
鉱
物
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

緑
岩
と
称
す
べ
き
で
あ
る
。

泉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

花
崗
岩
の
絶
対
年
数
を
Ｋ
Ｉ
Ａ
法
に
よ
り
測
定
す
る
と
、
領
家
花
崗
岩
は
六
○
○
○
万
年
’
一
億
年
前
の
間
に
入
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
を
数
値
ど
お
り
解
釈
す
る
と
中
生
代
末
期
と
な
る
が
、
地
質
的
諸
事
実
か
ら
考
察
す
る
と
古
生
代
末
期
ｌ
中
生
代
初
期
の
方
が
よ

い
だ
ろ
う
。
本
町
に
あ
る
花
崗
岩
は
東
西
方
向
の
片
状
構
造
を
持
つ
と
こ
ろ
の
片
状
花
崗
岩
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
主
と

し
て
黒
雲
母
花
崗
岩
（
角
閃
黒
雲
母
花
崗
岩
）
及
び
花
崗
閃
緑
岩
か
ら
成
る
。
こ
れ
ら
を
分
類
す
る
こ
と
は
困
難
で
大
部
分
は
花
崗
閃

主
成
分
鉱
物
石
英
長
石
斜
長
石
黒
雲
母

副
主
成
分
鉱
物
白
雲
母
燐
灰
石
風
信
子
鉱
磁
鉄
鉱

次
生
鉱
物
緑
れ
い
石
緑
泥
石
褐
れ
い
石

㈲
黒
雲
母
花
崗
岩

㈲
花
崗
閃
緑
岩

本
町
に
分
布
す
る
主
部
を
占
め
て
い
る
。
特
に
白
亜
紀
の
和
泉
層
群
に
接
す
る
南
部
地
域
に
多
い
。
こ
れ
は
一
般
に
粗
粒
で
、

灰
白
色
を
呈
し
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
真
砂
化
し
、
あ
る
場
合
に
は
五
○
か
ら
一
○
○
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
風
化
し
て
い
る
よ
う
で
、

新
鮮
な
の
は
わ
ず
か
に
河
床
に
露
出
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

主
成
分
鉱
物
斜
長
石
石
英
微
長
石
黒
雲
母
角
閃
石
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領
家
式
花
崗
閃
緑
岩
が
第
四
紀
砂
礫
層
上
に
衝
上
し
、
そ
の
衝
上
線
に
沿
っ
て
、
花
崗
岩
地
帯
は
か
な
り
の
幅
で
圧
砕
さ

れ
、
一
部
白
色
の
半
花
崗
岩
状
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
局
部
的
な
断
層
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

瀬
戸
内
沿
岸
に
は
、
花
崗
岩
の
老
年
期
丘
陵
の
上
に
、
さ
ぬ
き
富
士
の
飯
の
山
、
古
戦
場
の
屋
島
、
五
色
台
な
ど
古

讃
岐
層
群

く
か
ら
瀬
戸
内
火
山
帯
に
属
す
る
火
山
と
し
て
、
第
三
紀
末
か
ら
第
四
紀
に
か
け
活
動
し
た
と
さ
れ
て
い
た
。

香
川
県
に
分
布
す
る
熔
岩
も
含
め
て
の
火
山
性
堆
積
層
は
、
明
ら
か
に
大
部
分
は
淡
水
性
の
堆
積
層
で
、
そ
の
間
に
部
分
的
に
不
整

合
関
係
は
あ
る
も
の
の
、
時
代
的
間
隔
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
連
の
火
山
活
動
に
伴
う
堆
積
物
で
あ
る
た
め
、
讃
岐
層
と
呼
ん
で
き

た
。

副
成
分
鉱
物
燐
灰
石
風
信
子
鉱
磁
鉄
鉱
褐
れ
い
石

両
花
崗
岩
地
帯
に
は
、
東
西
Ｉ
南
北
の
節
理
が
き
わ
め
て
著
し
く
、
三
本
松
か
ら
香
川
郡
香
南
町
に
か
け
花
崗
岩
前
山
地
帯
の

前
緑
部
が
東
西
約
三
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
著
し
く
破
砕
さ
れ
て
い
る
。
水
主
風
呂
付
近
、
国
安
東
付
近
に
著
し
く
破
砕
帯

が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
破
砕
作
用
と
同
時
に
鉱
化
作
用
を
受
け
た
結
果
と
思
わ
れ
る
、
三
本
松
南
方
、
引
田
町
で
も
こ
の
状
態
は
著
し
い
こ
れ
等
の
破
砕

作
用
及
び
鉱
化
作
用
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
部
分
は
北
半
部
に
近
く
ほ
ぼ
東
西
の
方
向
に
分
布
す
る
傾
向
が
あ
る
。
」

「
こ
の
地
域
（
香
川
県
東
部
）
の
花
崗
閃
緑
岩
の
う
ち
、
局
部
的
で
は
あ
る
が
著
し
く
破
砕
作
用
を
受
け
て
お
り
鉱
物
は
自
形
を
失
っ
て

い
る
花
崗
岩
質
の
組
織
も
失
な
わ
れ
て
い
る
。
鏡
下
で
見
る
と
斜
長
石
が
双
晶
面
に
お
い
て
裂
け
、
黒
雲
母
、
角
閃
石
も
歪
に
よ
り
変
形
し

て
い
る
。

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
平
山
健
が
調
査
し
た
説
明
書
の
中
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
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ハ
角
閃
石
斜
方
輝
石
安
山
岩
質
集
塊
岩
層
及
び
讃
岐
岩
質
安
山
岩
熔
岩
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
基
盤
の
花
崗
岩
上
に
直
接
座
し
、
そ
の
上
位
を
讃
岐
岩
質
安
山
岩
に
被
覆
さ
れ
て
い
る
。
馬
篠
の
絹
島
・
丸
亀
島
が
こ
れ

に
当
た
る
。
そ
の
堆
積
は
花
崗
岩
の
浸
食
面
に
、
黒
雲
母
安
山
岩
質
凝
灰
岩
・
角
閃
安
山
岩
質
集
塊
岩
・
古
銅
石
安
山
岩
熔
岩
・
讃
岐

岩
熔
岩
の
順
に
重
な
っ
て
い
る
の
が
本
層
の
代
表
的
な
届
序
で
あ
る
（
前
表
参
照
）
。

讃
岐
岩
質
安
山
岩
に
は
柱
状
及
び
板
状
の
節
理
が
著
し
く
特
に
下
部
は
柱
状
、
上
部
は
板
状
の
節
理
が
著
し
い
。
ま
た
熔
岩
中
は
基

盤
岩
類
の
哺
獲
結
晶
又
は
哺
狸
岩
が
多
く
見
ら
れ
絹
島
の
石
に
も
哺
謹
岩
が
分
布
し
て
い
る
。

讃
岐
岩
類
を
分
け
る
と
次
の
と
お
り
に
な
る
（
佐
藤
氏
に
よ
る
）
。

ｂ
含
輝
石
讃
岐
岩
質
安
山
岩

ｃ
含
か
ん
ら
ん
石
讃
岐
岩
質
安
山
岩

．
讃
岐
岩
質
か
ん
ら
ん
玄
武
岩

本
町
の
絹
島
、
丸
亀
島
の
主
な
岩
石
は
価
の
讃
岐
岩
質
か
ん
ら
ん
玄
武
岩
で
、
何
の
も
の
よ
り
か
ん
ら
ん
石
の
含
量
が
多
く
玄
武
岩

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
本
岩
は
熔
岩
流
と
し
て
、
男
木
・
女
木
島
・
小
豆
島
・
高
見
島
な
ど
に
分
布
し
て
い
る
が
、
本
町
の
絹
島
・
丸

亀
島
の
も
の
は
柱
状
節
理
が
見
事
に
発
達
し
て
い
る
。
ま
た
岩
石
成
分
の
分
析
値
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
群
は
大
局
的
に
岩
相
上
、

イ
石
英
粗
面
岩
質
黒
雲

ロ
塩
基
性
凝
灰
角
礫
岩
層

上、

ａ
讃
岐
岩

岩
質
か
ら
み
て
三
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

黒
雲
母
石
英
安
山
岩
質
凝
灰
岩
及
び
凝
灰
角
礫
岩
層

す
な
わ
ち
下
位
か
ら
、
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讃岐岩質かんらん玄武岩成分表

第
四
系
は
更
新
統
（
洪
積
層
）
と
現
世
統
（
沖

第
四
系
積
層
）
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
更
新
統
（
洪
積
層
）
本
町
で
も
讃
岐
山
脈
の
前
山
を
な

す
花
崗
岩
の
丘
陵
地
の
北
麓
水
主
大
社
付
近
に
台
地
と
し
て

残
り
、
主
と
し
て
、
砂
・
礫
・
粘
土
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ

の
台
地
面
は
堆
積
面
で
な
く
浸
食
面
で
あ
る
。

洪
積
層
は
お
お
ま
か
に
三
段
の
台
地
が
識
別
さ
れ
る
。
上

段
は
一
二
○
’
三
○
○
メ
ー
ト
ル
、
中
段
は
七
○
’
一
○
○

一

物 成分（％）

酸 55.90

鉱

畦

ナ
｜
鉄
鉄

1852

2．34

5．80

、
「
、

一
一
一

レノ

ア
第
第

苦
石

土
灰
ダ

466

6．82

3．14ソ ー

カ リ

チ タ ン 酸

第一酸化マンガン

灼熱指量

1．59

6．32

0．12

l 16

》
慾
殿
》 錨

『
↓

麟

詮
酎
零

北壁西部北壁東部

絹島北壁柱状節理
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メ
ー
ト
ル
、
下
段

が
五
○
’
七
○
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。

ロ
現
世
統
（
沖
秋

層
）
本
統
は
、

礫
・
砂
・
粘
土
か

ら
成
り
、
各
河
川

の
河
岸
、
河
口
及

び
海
岸
そ
の
他
の

平
地
を
構
成
し
発

達
し
て
い
る
。
本

町
で
は
、
与
田
川

・
番
屋
川
の
河
岸

を
中
心
に
平
野
を

形
成
し
て
海
岸
ま

で
広
く
分
布
し
て

い
る
（
前
掲
地
質

呼
辱
一
諏
社
》■ロ

己2F

菫
醒
国
，
弓
‐
，
幸
、
鹿

柱状地質断面図
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第2章地
拳
幽

図
参
照
）
。

柱
状
地
山
の
屋
根

質
断
面
の
延
長
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
は
基
盤

の
花
崗
岩
は
浅
く
、
町

田
西
・
大
川
中
南
・
西

村
上
・
三
本
松
前
山
か

ら
三
本
松
港
に
か
け
て

深
さ
は
十
数
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
堆
積
物
の
多

い
与
田
川
河
口
西
か
ら

西
村
下
海
岸
で
四
十
数

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い

ア
（
》
◎

柱状側凡例

図表土
蔭詞砂
原言1礫

鳫調砂礫

厄可玉石
綱粘土蹴砂

雨粘土髄礫
繍#lli土庇砂礫
曰粘土
匡弓砂f'(粘土

Eヨ礫混り*IIisL
騨砂礫混り粘土

■il雌及噸柵『
「団只般
「可埋木
層翻花側上

F可花榔勝
匡ヨシルト
鯛粘土f'iシルト

騨劉シルト蹴砂

關砂f'iｼルト

、 ①
困
鬮
圏
閏
闇
■
国
幽
照
国
闘
脚
圀

②
反
隙
鴎
侭
鬮
閏
剛
悶
悶
脚
鬮
園
函
閏
日
目
鬮
悶
鬮
悶
鬮

③
雨
間
圃
開
闇
鬮
鬮
鬮
鬮
鬮
胤
圏
鬮
圀
鬮
園
鬮
鬮
鬮
鬮
圏
同
日
同
日
白
目
日
日
同
日
闘
鬮
鬮
鬮

④ ⑥
扇
刷
闇
閲
鬮
周
悶
悶
幽
目
剛
酉
■
国
目
闘
幽

⑧
圏
鬮
鬮
悶
鬮
悶
鬮
麹

▼
▲
：
瀬
患
。
．

(開発地域土地分類基本調査より）
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杢
認

本
町
の
気
候
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
位
置
す
る
た
め
瀬
戸
内
海
地
方
特
有
の
温
暖
さ
が
あ
り
、
比
較
的
晴
天
に
恵
ま
れ
降
水
量
は
少

な
く
年
平
均
一
○
○
○
ミ
リ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
気
温
は
一
月
の
二
・
六
度
が
最
低
で
、
最
高
は
八
月
の
三
○
・
五
度
（
い
ず
れ
も
昭
和

五
十
八
年
気
温
）
で
積
雪
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
風
向
は
季
節
で
異
な
り
、
春
は
西
南
か
ら
西
南
西
が
多
く
、
夏
季
は
東
北
か
ら
東
北
東

58年の気温

12

第
五
節
気
候

9 3

6
の降雨逓58年

25(）

200

150

10(）

０
０

５

1)12 345 6 7 89101112

巷
ゆき1

58年の天気

H

％

、
(資料大内ダム）
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第2章地 誌

’
の
湿
気
の
多
い
空
気
が
流
れ
込
み
、
秋
は
南
西
か
ら
西
北
西
に
移
行
し
、
冬
季
は
西
風
か
北
北
西
の
季
節
風
と
な
っ
て
い
る
。

台
風
も
年
間
五
、
六
個
が
本
町
を
通
過
し
て
い
る
が
、
他
県
に
比
べ
て
被
害
は
少
な
い
。
し
か
し
、
昭
和
四
十
九
年
、
五
十
一
年
の

台
風
は
、
馬
篠
北
山
・
水
主
風
呂
を
中
心
に
全
町
に
大
き
い
被
害
を
も
た
ら
し
た
℃
特
に
五
十
一
年
台
風
の
降
雨
量
は
一
年
間
の
総
雨

量
に
当
た
る
一
○
○
○
ミ
リ
を
超
え
、
今
も
北
山
の
山
腹
に
そ
の
つ
め
跡
を
残
し
て
い
る
。

’
気
象
状
況
（
県
大
内
ダ
ム
管
理
事
務
所
）

日
０
Ｆ

丘五匹

一○九
住

エユユユヱ

1+f六五匹

℃

喝
湿
度

時
観
測％

ｍ
／

秒

’

4
壜日
最
大

陣
水
母

ｕ
０
Ｐ

’℃

喝
湿
度

時
観
測形

ｍ
／

沙

遍日
最
大

蜂
・
水
冊
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第1編序
藝
細

し
天
気
調
べ
（
昭
和
五
十
八
年
）

ゆ

○
一○○○○○○○○○○一○

三
き

謹製
昭和51年17号台風被災地
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第2章地 誌

大
内
町
の
森
林
・
原
野
は
《
町
全
体
の
約
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
生
物
の
種
類
も
豊
富
で
あ
る
。
動
物
に
お
い
て
も
、

大
型
動
物
ム
サ
サ
ビ
・
キ
ツ
ネ
・
タ
ヌ
キ
・
ア
ナ
グ
マ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
。
ま
た
十
数
年
前
は
河
川
が
汚
れ
、
強

力
な
農
薬
の
た
め
ド
ジ
ョ
ウ
・
メ
ダ
カ
に
い
た
る
ま
で
激
減
し
た
。
最
近
河
川
の
浄
化
に
伴
っ
て
、
再
び
ド
ジ
ョ
ウ
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
水
主
・
別
所
の
山
川
に
は
ホ
タ
ル
が
と
び
か
う
よ
う
に
な
っ
た
。

次
に
大
内
町
の
主
な
生
物
に
つ
い
て
述
べ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ハ
ク
ピ
シ
ン
は
ネ
コ
よ
り
大
き
く
、
ジ
ャ
コ
ウ
ネ
コ
の
仲
間
で
東
南
ア
ジ
ア
に
分
布
し
て
い
る
。
鼻
筋
が
白
く
通
っ

ハ
ク
ビ
シ
ン

て
「
白
鼻
芯
」
と
あ
て
ら
れ
台
湾
で
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
頭
部
は
大
部
分
が
黒
で
鼻
す
じ
の
み
が
白
い
。

本
町
で
は
五
十
九
年
の
夏
八
月
の
中
ご
ろ
に
水
主
釜
床
に
二
頭
が
出
没
し
、
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
ね
ら
っ
て
い
た
ら
し
い
が
、
な
に
か
に
傷

つ
き
小
川
で
た
お
れ
て
い
た
。
体
長
四
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
黒
い
荒
い
毛
を
し
て
い
た
。
食
物
は
ネ
ズ
ミ
、
鳥
類
及
び
カ
キ
・
ミ
カ

ン
を
好
ん
で
食
べ
る
雑
食
性
で
あ
る
。

香
川
県
で
も
昭
和
四
十
年
ご
ろ
か
ら
個
体
数
が
急
に
増
加
し
て
い
る
。

日
本
に
三
○
種
の
コ
ウ
モ
リ
が
い
る
が
、
香
川
県
で
は
そ
の
う
ち
五
種
類
が
生
息
し
て
い
る
。
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ

コ
ウ
モ
リ

リ
・
コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
・
ユ
ビ
ナ
ガ
コ
ウ
モ
リ
及
び
モ
モ
ジ
ロ
コ
ウ
モ
リ
の
四
種
は
洞
穴
に
す
む
も
の
で
、

第
六
節
生
物

一
動
物
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あ
と
一
種
が
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
（
イ
ェ
コ
ゥ
モ
リ
）
で
本
町
で
も
夕
方
う
す
暗
く
な
る
と
、
屋
外
を
と
び
回
り
え
さ
を
と
っ
て
い
る
姿
０

論
５

コ
ウ
モ
リ
は
ほ
と
ん
ど
目
は
つ
か
わ
な
い
で
、
口
か
ら
四
万
五
○
○
○
サ
イ
ク
ル
程
度
の
超
音
波
を
発
し
、
そ
れ
が
物
に
当
た
り
返

っ
た
音
波
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
障
害
物
や
食
物
を
見
分
け
る
能
力
を
も
っ
て
い
る
。
食
物
は
蚊
や
蛾
、
そ
の
他
小
さ
い
昆
虫
が
主
で
あ

る
。
コ
ウ
モ
リ
の
一
日
は
日
没
ご
ろ
か
ら
え
さ
を
求
め
、
ほ
と
ん
ど
一
晩
中
外
で
す
ご
し
、
昼
間
は
洞
穴
の
中
の
天
井
か
ら
頭
を
下
げ

て
ぶ
ら
さ
が
り
休
息
す
る
。
体
温
も
昼
間
は
低
く
、
冬
は
体
温
を
下
げ
冬
眠
す
る
。

出
産
は
六
月
か
ら
七
月
で
、
こ
の
時
期
は
雌
ば
か
り
の
集
団
を
つ
く
り
、
ほ
と
ん
ど
は
一
度
に
一
子
を
産
む
が
、
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ

だ
け
は
多
産
系
で
一
か
ら
四
子
を
産
む
。
産
む
と
き
親
は
天
井
を
手
の
親
指
と
両
足
で
し
っ
か
り
つ
か
み
、
尾
膜
を
腹
の
方
に
ま
げ
袋

状
に
し
、
産
ん
だ
子
を
下
に
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
子
は
生
ま
れ
る
と
す
ぐ
乳
首
に
く
わ
え
つ
き
、
後
足
と
手
で
し
っ
か
り

守
〃
、

親
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
。
え
さ
を
と
り
に
出
た
親
は
帰
っ
て
来
て
も
自
分
の
子
を

蕊
蕊
溌

黒
褐
色
、
鼻
ず
ら
が
細
く
と
が
り
尾
は
ふ
さ
ふ
さ
と
長
く
、
足
は
イ
ヌ
に
比
べ
て
短

が
見
ら
れ
る
。
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本
町
で
も
あ
ら
ゆ
る
所
で
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
、
林
の
ほ
か
水
田
の
あ
ぜ
、
人
家
付
近
、
早
朝
の
道
路
、
ま
た
事

イ
タ
チ

故
死
の
も
の
も
見
う
け
る
。
か
ら
だ
は
細
長
く
足
は
短
い
。
頭
は
平
た
く
細
長
く
、
耳
は
幅
広
く
短
い
。
雄
と
雌
で

体
長
が
異
な
り
、
雄
は
三
○
か
ら
三
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
雌
は
二
○
か
ら
二
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
半
水
性
。
早
朝
と
日
暮

れ
に
よ
く
活
動
す
る
。
指
の
間
に
水
か
き
状
の
膜
が
あ
り
潜
水
は
巧
み
で
あ
る
。
え
さ
は
魚
・
カ
エ
ル
・
ネ
ズ
ミ
・
卵
、
’
一
ワ
ト
リ
を

殺
す
こ
と
も
あ
る
。
ネ
ズ
ミ
を
多
殺
す
る
の
で
こ
れ
を
利
用
し
養
殖
も
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
三
年
末
大
内
町
中
山
の
民
家
に
出
没
し
捕
穫
さ
れ
た
。
日
中
は
民
家
の
屋
根
裏
に
ひ
そ
み
、
夜
に
な
る
と

ム
サ
サ
ビ

飛
膜
を
つ
か
っ
て
滑
空
す
る
。
無
風
の
と
き
は
十
数
メ
ー
ト
ル
一
気
に
飛
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
手
根
か
ら
足
根
に
か
け

飛
膜
が
あ
る
ほ
か
、
下
腿
下
部
か
ら
尾
の
基
部
及
び
手
根
か
ら
け
い
側
に
た
い
し
飛
膜
が
あ
る
。
尾
は
長
く
ふ
さ
ふ
さ
し
て
お
り
、
背

面
は
赤
褐
色
で
下
面
は
白
く
体
長
四
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

い
や
親
に
ち
か
い
小
ギ
ッ
ネ
で
あ
っ
た
。

キ
ツ
ネ
は
夜
行
性
で
活
動
は
主
に
夕
方
か
早
朝
が
多
く
林
の
中
が
中
心
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
民
家
近
く
で
す
ん
で
い
る
こ
と
も
あ

る
。
雑
食
性
で
果
実
、
卵
・
昆
虫
・
ネ
ズ
ミ
・
ウ
サ
ギ
を
と
っ
て
食
べ
て
い
る
。
次
第
に
開
発
が
進
み
キ
ツ
ネ
の
数
も
減
少
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
と
き
だ
け
に
、
小
ギ
ッ
ネ
の
死
は
お
し
ま
れ
る
。

テ
ン
は
イ
タ
チ
科
で
か
ら
だ
が
細
長
く
、
足
は
比
較
的
短
く
頭
部
は
平
た
く
、
鼻
ず
ら
が
と
お
っ
て
い
る
。
毛
は
ふ

テ
ン
か
ふ
か
し
て
全
身
褐
色
、
体
長
四
○
か
ら
五
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
昼
間
は
木
の
洞
な
ど
に
ひ
そ
み
夜
行
動
す

る
。
木
登
り
が
う
ま
く
ネ
ズ
ミ
・
カ
エ
ル
・
昆
虫
・
果
実
を
食
べ
る
。
民
家
の
屋
根
裏
に
す
む
こ
と
も
あ
り
本
町
に
も
多
く
生
息
し
て

い
る
◎

5Z
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冑
韓
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喧
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℃
跨
囎
恥
び

一

数
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

毒
に
は
血
清
が
必
要
で
あ
る
。

ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
「
ウ
ォ
ー
ン
、
ウ
ォ
ー
ン
」
と
鳴
く
こ
と
か
ら
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
と
い
わ

食
用
ガ
エ
ル

れ
、
町
内
の
池
・
川
に
多
く
生
息
し
て
い
る
。
大
正
七
年
ア
メ
リ
カ
か
ら
食
用
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
も
の
が
、
全
国

的
に
広
が
り
分
布
し
た
も
の
で
あ
る
。

は
虫
類
の
中
に
は
カ
メ
・
ト
カ
ゲ
も
多
く
、
身
近
な
動
物
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
各
地
で
生
活
の
中
か
ら
の
呼

へ
ビ
び
名
が
あ
る
。
屋
内
ま
で
入
っ
て
ネ
ズ
ミ
な
ど
を
と
る
ヤ
ド
シ
。
「
家
の
主
」
と
い
わ
れ
る
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
を
は

じ
め
、
毒
ヘ
ビ
の
マ
ム
シ
も
山
手
の
道
、
田
の
あ
ぜ
に
す
む
。
マ
ム
シ
は
全
長
六
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
体
重
も
一
○
○
グ
ラ
ム

以
下
の
小
型
の
ヘ
ビ
で
、
町
内
で
も
こ
れ
に
よ
る
被
害
が
あ
る
が
、
下
草
を
手
で
刈
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
解

ザ
〃
夕
■
■
垂
■
④
守
可
ロ
昭
吟
■
■
■
４
回
写
ｑ
ｄ
“
ｑ
凸
赴
均
分
可
櫛
田
園
印
、
』
．
．照

中山のムー吠サビ

木
の
芽
・
樹
葉
・
果
実
、
昆
虫
・
小
鳥
を
食
べ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
哺
乳
類
も
町
内
に
は
多
く
、
ネ
ズ
ミ
・
ノ
ウ
サ
ギ
な
ど
の
生
息
が
見

ら
れ
る
。
大
型
動
物
外
で
町
内
の
主
な
動
物
に
つ
い
て
次
に
述
べ
る
。

ト
ノ
サ
マ
水
田
に
水
を
は
っ
た
と
き
か
ら
カ
エ
ル
の
天
下
と
な
る
。
五
、
六

ガ
エ
ル
月
苗
代
田
な
ど
に
産
卵
す
る
が
、
一
○
○
○
個
ぐ
ら
い
の
卵
が
寒

天
状
の
中
に
包
ま
れ
て
お
り
、
七
月
ご
ろ
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
後
足
が
の
び
変
態
が

始
ま
る
。
背
中
に
三
本
の
縦
の
筋
が
あ
る
の
で
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
は
す
ぐ
区
別
が

り
ょ
う
巷
い
る
い

つ
く
。
両
棲
類
と
し
て
、
こ
の
ほ
か
に
腹
部
が
赤
褐
色
の
イ
モ
リ
が
い
る
が
、
そ
の
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ア
メ
リ
カ
戦
後
急
激
に
増
加
を
み
せ
た
も
の
で
、
日
本
が
水
田
と
い
う
ザ
リ
ガ
’
一
に
と
っ
て
最
高
の
環
境
も
手
つ
だ
っ
て
繁
殖

ザ
リ
ガ
ニ
を
み
た
の
で
あ
ろ
う
。
町
内
で
も
池
・
川
・
ダ
ム
・
た
ま
り
水
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
、
節
足
動
物
の
仲
間
で
あ
る
。

田
植
え
が
終
わ
っ
て
二
週
間
く
ら
い
た
つ
と
、
水
田
に
茶
色
の
二
、
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
一
見
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

カ
ブ
ト
エ
ビ

と
思
わ
れ
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
小
さ
く
し
た
よ
う
な
小
動
物
が
泳
い
で
い
る
。
こ
れ
が
カ
ブ
ト
エ
ビ
で
町
内
広
く
分
布

し
て
い
る
。
「
生
き
た
化
石
」
と
し
て
過
去
の
姿
を
変
え
な
い
で
現
代
に
残
し
て
お
り
、
約
一
か
月
で
死
滅
す
る
。
水
田
の
雑
草
の
芽

を
抜
き
と
っ
た
り
、
切
っ
た
り
す
る
の
で
、
「
生
物
農
薬
」
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
の
動
物
が
初
め
て
発
見
さ
れ

た
の
は
香
川
県
で
、
大
正
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。

ア
カ
マ
ッ
と
大
内
ダ
ム
が
完
成
す
る
前
、
与
田
川
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
水
た
ま
り
の
あ
っ
た
と
き
は
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で
ア
ヵ

オ
ィ
ヵ
ワ
マ
ツ
と
オ
イ
カ
ワ
の
い
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ア
カ
マ
ッ
（
カ
ワ
ム
ッ
）
は
コ
イ
科
の
淡
水
魚
で
、

主
に
川
面
に
落
ち
る
昆
虫
を
好
ん
で
食
べ
る
動
物
食
、
オ
イ
カ
ワ
は
川
底
の
ケ
イ
ソ
ウ
を
食
べ
る
植
物
食
で
、
ア
カ
マ
ッ
は
う
ろ
こ
も

大
き
く
体
長
一
○
か
ら
一
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
鮮
や
か
な
色
を
し
て
い
る
。

町
内
で
の
ド
ジ
ョ
ウ
は
、
ド
ジ
ョ
ウ
・
ホ
ト
ヶ
ド
ジ
ョ
ウ
・
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
・
ス
ジ
ド
ジ
ョ
ウ
の
四
種
類
で
あ
る
。

ド
ジ
ョ
ウ

ホ
ト
ヶ
ド
ジ
ョ
ウ
は
個
体
数
も
少
な
く
背
側
が
黄
褐
色
、
腹
側
が
淡
色
で
上
流
の
落
ち
葉
の
中
に
い
る
こ
と
が
多

い
。
中
流
の
よ
く
澄
ん
で
い
る
砂
質
の
川
底
に
い
る
の
が
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
で
、
体
側
に
暗
褐
色
の
斑
紋
が
あ
り
、
本
町
で
は
ス
ナ
モ
リ

と
呼
ん
で
い
る
。
ス
ジ
ド
ジ
ョ
ウ
は
体
側
に
縦
に
筋
が
入
っ
て
い
る
。

近
年
に
な
り
池
や
ダ
ム
に
移
入
魚
と
い
わ
れ
る
魚
が
多
く
な
り
、
大
内
ダ
ム
を
は
じ
め
川
田
池
な
ど
に
タ
イ
ワ
ン
ド

ブ
ル
ー
ギ
ル

ジ
ョ
ウ
の
後
か
ら
繁
殖
し
た
。
ブ
ル
ー
ギ
ル
・
ハ
ク
レ
ン
・
ソ
ウ
ギ
ョ
な
ど
が
す
み
つ
い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
型
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に
成
長
す
る
。
ソ
ウ
ギ
ョ
の
よ
う
に
植
物
性
の
も
の
を
食
べ
る
も
の
と
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
の
よ
う
に
カ
エ
ル
・
昆
虫
・
小
魚
な
ど
動
物
性

で
、
動
い
て
い
る
も
の
な
ら
な
ん
で
も
食
べ
る
も
の
が
い
て
、
水
の
中
の
様
子
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
魚
は
原
産
は
北
ア
メ

リ
カ
で
、
昭
和
三
十
五
年
皇
太
子
殿
下
が
シ
カ
ゴ
訪
問
の
と
き
、
持
ち
帰
り
全
国
に
分
散
し
た
も
の
で
あ
る
。

番
屋
川
・
古
川
の
河
口
を
中
心
に
、
海
水
に
淡
水
が
流
れ
込
む
と
こ
ろ
に
多
く
種
類
も
多
い
。
チ
チ
ブ
・
ピ
リ
ン
ゴ
・

ハ
ゼ
マ
ハ
ゼ
・
ゴ
ク
ラ
ク
ハ
ゼ
・
ア
シ
シ
ロ
ハ
ゼ
・
ア
ベ
ハ
ゼ
・
ジ
ュ
ズ
カ
ケ
ハ
ゼ
・
ウ
キ
ゴ
リ
・
ミ
ミ
ズ
ハ
ゼ
な
ど
。

多
い
の
は
チ
チ
プ
で
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
産
卵
す
る
が
、
普
通
石
の
下
に
産
み
つ
け
る
。
三
○
○
○
か
ら
八
○
○
○
個
産
み
、
ふ

化
し
た
子
魚
は
直
ち
に
海
に
流
下
し
て
二
、
三
か
月
し
て
体
長
八
ミ
リ
く
ら
い
に
な
り
川
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
く
る
。
河
口
に
は
イ
ナ

（
ボ
ラ
の
幼
魚
）
の
大
群
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。

池
や
沼
に
す
む
大
型
一
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
黒
色
の
二
枚
貝
で
、
水
主
の
池
の
内
池
・
大
谷
宮
池
な
ど
広
く

ヌ
マ
ガ
イ

分
布
し
て
い
る
。
カ
ラ
ス
ガ
イ
と
い
っ
て
い
る
が
、
ほ
ん
と
の
カ
ラ
ス
ガ
イ
と
異
な
り
ヌ
マ
ガ
イ
で
あ
る
。
貝
は
あ

ま
り
移
動
し
な
い
の
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
広
く
分
布
す
る
の
か
不
思
議
だ
が
、
そ
れ
は
発
生
に
か
ら
く
り
が
あ
る
。
卵
が
外
と
う
膜
で

か
え
っ
て
あ
る
程
度
発
育
す
る
と
、
グ
ロ
キ
ジ
ウ
ム
と
い
う
か
わ
っ
た
型
の
幼
生
に
な
る
。
こ
の
幼
生
は
殻
に
じ
ょ
う
ぶ
な
カ
ギ
が
つ

い
て
い
て
、
タ
ナ
ゴ
の
よ
う
な
魚
が
近
づ
く
と
、
幼
生
は
吐
き
出
さ
れ
、
魚
の
尾
や
ひ
れ
に
カ
ギ
で
し
っ
か
り
付
着
し
、
魚
か
ら
栄
養

を
と
り
魚
と
と
も
に
広
い
範
囲
を
移
動
す
る
た
め
で
あ
る
。

昆
虫
の
種
類
も
個
体
数
も
め
っ
き
り
少
な
く
な
り
、
チ
ョ
ウ
・
ト
ン
ボ
・
カ
ブ
ト
ム
シ
・
バ
ッ
タ
・
イ
ナ
ゴ
な
ど
、

ヤ
マ
マ
ユ

町
内
で
も
山
間
部
に
入
ら
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
ヤ
マ
マ
ュ
も
例
外
で
は
な
い
。
幼
虫
は
ず
ん
ぐ
り

し
た
イ
モ
ム
シ
で
、
雑
木
林
に
住
ん
で
ク
リ
・
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
・
サ
ク
ラ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
木
の
葉
を
食
べ
て
成
長
す
る
。
成
熟
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